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身体技法の習得と身体の抵抗

マ ンチェス ターの太極拳 を事 例 として

倉 島 折*口

は じ め に

 身体技法を習得す ることは,身 体が社会的位置の刻印を受けることで,社 会構造の再生産 の

媒体 になることであると一般的に考え られている。身体技法に対するこのような理解 は,身 体

技法の概念を最初に提出 したマルセル ・モ―スの議論にも,身 体をめ ぐる現代的状況を考える

うえで欠かせない二人の思想家,ピ エール ・ブルデューとミシェル ・フーコーの議論に も認め

ることができる。

 しか しなが ら,身 体 は,社 会的位置の刻印を一方的に受 けるだけの,可 塑的な素材ではない

ように思われる。というの も,ど のような身体技法であれ,そ れを身に付 けようとするときに,

身体が自分の思 うままにならない場合があることを,わ れわれは経験的に知っているか らであ

る。

 たとえば,身 体技法の指導者の動作を模倣 しようとしても,自 分の身体が思 うように動かな

い経験や,一 時 は上手に模倣で きたように思えても,実 際 は癖のある動作が身に付 いていた こ

とが後になってわかる経験 は一般的である。 このような,意 思に対す る身体の抵抗(以 下,「身

体の抵抗」と略記)を 認めたならば,身 体技法の習得を,身 体に対する社会的位置の一方的な刻

印 として捉えることはできないのではないだろうか。

 本稿では,身 体の抵抗を捉えることで,身 体技法の習得 と社会的再生産の一見 して必然的な

関係を解体することを目指す。その方法 として,最 初 に,身 体技法の習得と社会的再生産をめ

ぐる理論のうち主要 なものを検討 し,身 体の抵抗を認めることで両者の結び付 きを解けること

を示 したい。次に,イ ギ リスはマンチェスターにおける太極拳教室であるC太 極拳セ ンター

(以下,rCセ ンタ―」 と略記)を 考察することで,身 体技法の習得過程における身体の抵抗 のあ
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りよ うを具体的に描き出す ことにしたい。

 太極拳のように,身 体技法の習得が焦点化 されている実践で は,日 常生活 と比較 して身体の

抵抗 も焦点化されていることが予想される。だが他方で,太 極拳 は中国の歴史文化的伝統に根

付いた身体技法 として固有の社会的位置を占めてお り,イ ギ リスにおいては,中 国に対するエ

キゾチシズムのためにこの社会的位置が強調 されていることが予想 される。 このような社会的

位置を占めている太極拳の身体技法の習得に,身 体に対する社会的位置の刻印のみならず,身

体の抵抗を認 めることは可能なのだろうか。

調 査 の方 法 と して は,16ヶ 月 間(2006年1月 ～3月,2007年1月 ～2008年3月)に わ た って 週

に二 回(火 曜 日 と木曜 日)の 練 習 の 参 与 観 察 を 行 っ た ほ か,指 導 員 と上 級 ク ラス の生 徒 の 大 部 分

(指導員2名,生 徒12名)の 個 別 イ ンタ ビュ ー を 行 っ た。

1 身体技法と社会的再生産

 身 体 技 法 の概 念 を 創 造 し た の は,フ ラ ンス の 社 会 学 者 で あ り人 類 学 者 で あ った マ ル セ ル ・

モー ス で あ る 。 彼 は,泳 ぎ方 や歩 き方 な どの様 々 な 日常 的 な 所 作 の あ りよ うが,行 為 者 の属 す

る社 会 に 応 じて,ま た,社 会 の な かで 行 為 者 が 占 め る地 位 ・職 種 ・世 代 ・年 齢 ・性 別 な ど,さ

ま ざ ま な社 会 的 要 因 に 応 じて 異 な って い る こ と に着 目 し,こ の よ うな 社 会 相 対 的 な 身 体 の使 用

法 を 身 体 技 法(les techniques du corps)と 名 づ け た。 した が って,身 体 技 法 は,各 種 の 社 会 的

要 因 の差 異 よ りな る構 造 の な か に位 置 づ け られ て い る とい え る。(Mauss,1968=1976,1979)

 身体技法が社会構造のなかに位置づけられているとき,身 体技法を習得 した行為者は,こ の

構造内の特定の位置の刻印を身体に受けていることになる。モースがあげる例のひとっをあげ

れば,フ ランス人の看護婦が歩 くのを目にしたモースは,す ぐにそれを,ア メ リカ映画のなか

で見た歩 き方だと気づいたという。 これが可能だ ったのは,フ ランスの女性 とアメリカの女性

が,そ れぞれの固有の歩 き方をそれぞれの社会において習得することで,フ ランスとアメ リカ

の差異の刻印を身体 に受 けているからである。こうして刻印を受けた身体 は,フ ランスとアメ

リカの差異を歩き方の差異 として再生産 している。このように,身 体技法が社会的位置に対応

している以上,こ れを習得 した行為者の身体が社会構造を再生産す る媒体 になることは必然的

だといえる。

 だが,身 体が意思 に抵抗す るとき,行 為者 はっねに社会的位置に対応 した身体技法を習得す

るとは限 らず,ま た,身 体 も社会的再生産の媒体として形成 されるとは限 らないのではないだ

ろうか。ここでは,身 体技法の習得と社会構造の再生産を結び付ける三つの理論的立場 を検討

し,そ れぞれに身体の抵抗を認める余地を探 りたい。
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身体技法の習得と身体の抵抗(倉 島)

1-1 威光模倣

 モ ー ス は,身 体 技 法 の 習 得 を威 光 模 倣(imitation prestigieuse)の 概 念 に よ つて 説 明 す る。

そ れ は,次 の よ うな一 連 の過 程 を指 す 概 念 で あ る。 ま ず,権 威 を 持 ち 人 々 の 信 頼 を集 め る者,

っ ま り,社 会 的 な 権 威 者 が,行 為 者 の 目の 前 で行 為 を 成 功 させ,そ の有 効 性 を 証 明 した と き,

権 威 者 は 行 為 者 に対 して 威 光 を 放 っ よ う に な る。 次 に,こ の威 光 に触 発 さ れ た 行 為 者 は,権 威

者 の 行 為 を 模 倣 す る よ うに な り,権 威 者 と同 じ身 体 技 法 を 習 得 す るの で あ る。(Mauss,ユ968=

1976,1979)

 威光模倣の対象がっねに社会的な権威者であることを踏まえたな ら,一 見 して,そ れは社会

構造の再生産 しか もた らさないかに見える。 しか し,モ ースの議論 に従えば,権 威者 はっねに

威光を放っ とは限 らず,ま た,威 光を放つ場合でも,権 威者の行為がすべて模倣されるわけで

はないことに注意す る必要がある。 とい うのも,権 威者 は,行 為者の目の前で行為を成功させ

たときにのみ威光を放 ち,ま た,権 威者の行為のなかでも,成 功 したものだけが模倣の対象に

なるとされているか らである。

 その うえ,行 為の成功は,モ ースの思想において,権 威や地位などの社会的要因には還元で

きない,行 為それ自体の有効性に由来するものとして位置づけられている。 これは,次 の三点

に読み取 ることがで きる。第一 に,威 光模倣の成立のための必要条件である,模 倣対象者の権

威と模倣対象行為の成功が,「 有効かつ伝承的」 な身体の使用法 という身体技法を定義する二

要件 に(順 序 こそ逆であるが)対 応 していること。第二 に,行 為の有効性 が,「物理的 ・化学

的 ・生理化学的」 な有効性 とされていること。第三に,身 体技法の研究のためには,「 生理学

的視点 ・心理学的視点 ・社会学的視点」という 「三重の視点」が必要であるとされており,身

体技法の有効性を捉えるべ き生理学的視点 と心理学的視点が,そ の伝承性を捉えるべき社会学

的視点 と相補的なものとして位置づけられていること。 これ ら三点 を踏 まえれば,威 光模倣 と

は,社 会的要因に還元で きない有効性が認められるか否かというフィルターを介 して,権 威者

の行為を選択的に模倣す ることだといえる。

 しか しながら,モ ースの記述か らは,行 為者が具体的にどのようにして行為の有効性 を認識

するかを読み取ることはできない。科学的な測定装置のない日常的な場面で,行 為者 はどのよ

うにして 「物理的 ・化学的 ・生理化学的」な有効性を認識するのだろうか。同様に,行 為の生

理学的そ して心理学的な有効性を,生 理学者でも心理学者でもない行為者 はどのようにして認

識す るのだろうか。科学的認識とは,科 学的に正当と認められた手続 きに従 った認識である以

上,日 常的な威光模倣がっねに行為の有効性の科学的認識を契機 として開始 されると考えるこ

とには無理がある。 この点において,モ ースは,科 学的認識を行為者の日常的認識に投影 して

しまっているのである。

ここで,社 会的要因に還元できない有効性が,行 為者自身の身体の抵抗を介 して認識 され る
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と考えることはできないだろうか。っまり,権i威 者の行為が何 らかの成果をもたらすのを目に

した行為者が,権 威者 とは異なる方法で同 じ成果を得ようとして も身体が思い通 りに動かずに

うま くいかないとき,権i威 者の行為は,た んに権i威者が行 ったこととして社会的文脈において

認識 され るのみな らず,「 実際に」有効な行為 として,い いかえれば,模 倣に値する身体技法

として認識 され るはずである。モース自身があげる例を援用すれば,彼 は第一次世界大戦に従

軍中に,オ ース トラ リア兵が泥のなかで しゃがんで休憩す るのを目の当たりに したが,自 分 は

しゃがむことができなかった。 このとき,彼 はしゃがむことが有効な身体技法であると認識 し

たという。 このよ うに,自 分自身の身体の抵抗 として認識 される 「実際の」有効性を,モ ース

は 「物理的 ・化学的 ・生理化学的」な有効性 として,科 学的用語を借 りて表現 しているのでは

ないだろうか。

 社会的要因に還元できない行為の有効性が,身 体の抵抗 とい う独立 した契機を介 して認識さ

れるなら,威 光模倣はより創造的な実践へと結びっ くはずである。つまり,威 光模倣において

は権威者の行為のなかから模倣に値する身体技法を選択す るためのフィルターとして機能する

にとどまっていた身体の抵抗が,新 しい身体技法を創造するための独立 した手がかりとして機

能 しさえすればよいのである。 この原理的な可能性は,Cセ ンターにおいて具体的にどのよう

に実現されるのだろうか。

1-2 ハ ビ トゥ ス の 規 則 化

 フ ラ ンス の 社 会 学 者 で あ る ピエ ー ル ・ブル デ ュ ー は,モ ー ス と同 様 に,日 常 的 な所 作 の あ り

よ うが 行 為 者 の 地 位 や 職 種 な ど の各 種 の 社 会 的 要 因 に 応 じて 異 な って い る こ と に着 目す る。 だ

が,モ ー ス と異 な り,ブ ル デ ュ ー は様 々 な 日常 的 局 面 にお け る所 作 の あ り よ う に相 関関 係 を 認

め る。 た と え ば,特 定 の職 業 を 選 択 した人 々 は,子 弟 を特 定 の学 校 に入 れ る傾 向 が あ り,余 暇

に は 特 定 の ス ポ ー ッや 特 定 の 音 楽 ジ ャ ンル を 好 む 傾 向 が あ る こ とを,統 計 的 に示 した の で あ る。

(Bourdieu,1972=1977,1979=1990)

 行為者は,個 々の局面(champ)に おいて自分が どのように身体を使用す るかを意識 してい

ても,自 分の身体の使用法が,多 様な局面をまたいで特定の傾向を持 っていることは意識 して

いない。にもかかわ らず,こ のような傾向は存在する。 このように意識 されない傾向を説明す

るために,ブ ルデューは,個 々の局面における身体の使用法を無意識のうちに傾向づける原理

としての,メ タレベルの身体 の使用法を措定 し,こ れをハ ビトゥス(habitus)と 名づける。 し

たがって,行 為者はそれぞれの局面で意識的に行為 しているように主観的に感 じていて も,実

際に行為を生成 しているのは,無 意識のうちに機能する身体的原理 としてのハ ビ トゥスである

ことになる。

ブル デ ュー は,ハ ビ トゥス を 相 互 に比 較 す るた め に,個 々 の 局 面 が す べ て そ の派 生物 で あ る
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ような,メ タレベルの社会構造として社会空問(respace social)を 措定 し,こ の空間にハ ビ

トゥスを位置づける。このとき,個 々の局面における行為者 どうしの関係 はすべて,社 会空間

における行為者 のハ ビトゥスどうしの関係と相同である。そのため,個 々の局面 において行為

者が行いうる行為とその成功可能性は,社 会空間におけるハ ビ トゥスの位置によって客観的に

規定 されていることになる。ハ ビトゥスは,行 為者の主観的意思 とは無関係に,そ れぞれの局

面において成功 した行為は繰 り返 し,失 敗 した行為は修正するため,結 果的に,そ れぞれの局

面において成功可能性の もっとも高い行為だけを生成するようになる。 こうしてハ ビトゥスが

規則化された結果,行 為者 は無意識のうちに,個 々の局面 における客観的可能性に対応 した主

観的努力をするようになるのである。

 ハ ビ トゥスは狭義の行為のみな らず,認 識 という行為のあ りよ うも傾向づ けるため,ハ ビ

トゥスが規則化された行為者 は,自 分が成功 しやすい行為は自分にふさわ しいものとして認識

し,成 功 しに くい行為は考え られないものとして最初か ら認識 しないようになる。 こうして形

成された行為者の主観を,ブ ルデューは ドクサ(doxa)と 呼ぶ。 ドクサのために,行 為者 は社

会空間におけるみずか らのハ ビトゥスの位置 と矛盾す る行為を行 う可能性 はきわめて低 くな り,

社会空間は高い確率で再生産 される。

 モースの描 く威光模倣では,行 為者による模倣対象行為 の有効性の認識が必要条件 とされて

いたため,行 為者の意思に対する身体の抵抗を認める余地があった。だが,ハ ビトゥスの規則

化は行為者の無意識の うちに進行する過程とされるため,そ こに意思 に対する身体の抵抗を認

める余地 はない。 したが って,ハ ビトゥスの規則化とは,行 為者 の意思如何 にかかわ らず社会

空間におけるハ ビトゥスの位置が一方的に身体に刻印されることで,こ の構造 を高い確率で再

生産する行為を自動的に生成する身体が形成されることだ といえる。

 しか し,あ らゆる局面における行為がハ ビトゥスによって無意識のうちに生成されるという

説明は,現 実の行為のありように即 しているだろうか。 ジョン・マルゴリスによれば,歩 いた

り眠 った りする半 自動的な行為か ら,論 文の執筆などの高度に解釈的な行為まで,あ らゆる行

為が等 しくハ ビトゥスによって無意識のうちに生成 されるとす るブルデューの主張は,日 常的

経験 と矛盾するのみならず,実 証的な裏付けを欠いている。というのも,ブ ルデューは実践に

おける個人の認知プロセスの ミクロな分析を行っていないか らである。かわりに,社 会集団の

統計的分析か ら導かれた集合的な行為の傾向か ら,そ れをもたらしたはずの個人的な認知 の傾

向を演繹 してい るにすぎない。そのため,ハ ビトゥス概念 は,実 践における認知の実態 に踏み

込むことな く,た だ,実 践 における認知が無意識的に滞 りなく行われるという表層的な事実を

追認するにとどまるのである。(Margolis,1999)

 したが って,集 合的な行為 の傾向から演繹できるかぎりでの個人的な認知の傾向ではな く,

実践 における個人的な認知それ自体を捉えるためには,ハ ビトゥス概念か ら距離を置 くことが
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必要だろう。 これを行 ったとき,行 為者の認知は,一 方的に社会構造の刻印を受けたハ ビトゥ

スが形成する ドクサ としてではなく,身 体を刻印 しようとする社会的位置 とこれに抵抗 しよう

とする身体のせめぎあいの産物 として位置づけられるはずである。Cセ ンターの分析では,こ

のようなせめぎあいの産物 としての行為者の認知を捉えたい。

1―3 規 律=訓 練

 フランスの歴史家である ミシェル ・フ―コーの規律=訓 練(discipline)の 概念は,日 常的な

所作のありようがいかに して社会的位置の刻印を受けるかを説明 している点で,モ ースの威光

模倣の概念,な らびに,ブ ルデューのハ ビトゥスの規則化の概念 と共通 している。 しか し,こ

れらの概念にはない特徴 として,規 律=訓 練の概念においては,身 体に対する社会的位置の刻

印が,精 神を社会構造に従属 した主体として形成することを介 して行われることが指摘されて

いる点をあげることができる。

 規律=訓 練の概念 は,近 代社会の権力の性質を論 じる過程でフーコーが提出 したものである。

近代社会の権力 とそれ以前の権力の相違は,逸 脱者に対す る刑罰のあ りようの変化 にうかがえ

る。近代以前の刑罰 とは,犯 罪者を公開の場に引き出 して,そ の肉体の破壊や変形 によって権

力者の力を誇示す ることであった。それに対 し,近 代以降の刑罰 とは,犯 罪者を監獄に閉 じ込

め,そ の精神を矯正 し更正 させ ることである。だが,こ れは権力の人間化 として手放 しで賞賛

できることではない。(Foucault,1975 e 1977)

 近代以降の権力の理念が表現 されているのが,18世 紀末 にジェレミー ・ベンサムによって

考案 されたパ ノプテ ィコン(一 望監視施設)で ある。 これは監獄の一種であるが,最 小 の監視

費用で最大数の犯罪者が矯正で きるよう設計されている。 これを構成するのは,中 庭の周囲に

円形に並べ られた独房と,全 周の独房を一望できる中央の監視塔である。独房 は相互に連絡が

取れないように隔壁で仕切 られているが,そ れぞれの独房 の中庭 に面 した壁は鉄格子になって

おり,反 対 の壁には明 り取 りの窓があるため,監 視塔か らは独房の内部が よく見えるように

なっている。だが,監 視塔 は内部を暗くしてあるため,独 房か らは監視者 の姿を見ることがで

きない。

 このような装置に収監 された囚人 は,孤 立 した裸の身体 として監視者の一方的な視線にさら

されるうえ,い っ監視者の視線にさらされているかを知 ることはできない。そのため,囚 人 は

四六時中たえず自分の身体を監視 しっづけ,定 め られた規則 とEI課 に従 って規律的に振る舞 う

ようになる。 こうして,囚 人 は権力の視線を内面化することで,み ずか らの身体を管理する主

体になるのである。 このように,権 力の対象としての身体 に,空 間と時間を配置する技術が適

用 されることで,精 神の主体化=従 属化(assujettissement)が もたらされる過程を,フ ーコー

は規律e訓 練 と呼ぶ。
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 規律=訓 練 は,社 会の逸脱者を矯正するための監獄のみならず,軍 隊,学 校,工 場,精 神病

院など,近 代社会が作 り出 した制度の多 くに認めることができる。 これ らの制度 はかな らず し

も物理的な建造物 としてのパ ノプティコンに身体を収容するとは限 らないが,身 体 を権力の対

象 として取 り上げ,こ れに空間と時間を配置する技術を適用す ることで精神を主体化=従 属化

する点では同 じである。 このような技術 としては,起 居動作から道具や機械の操作 に至るまで

の身体的な動作の訓練,整 列や行進そして座席の配置などの空間の管理,起 床から就寝 までの

時間の管理などがあげられる。 こうした技術の適用により,権i力 に対 して従順な身体が形成さ

れたうえで,監 視の視線が内面化 され,精 神 は主体化=従 属化 される。 こうして形成 された,

従順 な身体 と主体的な精神を併せ持っ行為者 は,主 体的に規律に従 う労働者 として近代産業社

会を支え,そ の権力構造 を再生産することになる。

 主体がっねに身体 を規律=訓 練す る権力によって形成 された ものな らば,主 体的な抵抗 に

よって権力構造を変化させることはできないはずである。抵抗の可能性 は,主 体以前 の行為者,

っま り,規 律=訓 練が失敗 して,主 体化=従 属化が実現 しなか った行為者に求めるほかないだ

ろう。規律=訓 練のために空間と時間を配置する技術 が偏在する ことで,社 会全体がパ ノプ

ティコンと化 している現代的状況 にあって,主 体化=従 属化されていない行為者に抵抗の可能

性を託すのは,一 見 したところ心許ないが,は た してそうだろうか。

 本来,身 体の振 る舞いが規定されていることと,身 体が規定 どお りに振 る舞 うこととは別の

ことのはずである。そ して,意 思に対す る身体の抵抗は,両 者の乖離を もた らす大 きな要因の

ひとっだと思われる。 これを踏まえたならば,ど れほど監視を徹底 させ,違 反 に対する処罰を

厳 しくしようとも,規 定 された振る舞いと実際の振 る舞いを同一視す ることはできないのでは

ないだろうか。空間 と時間を配置する技術の極致であるパ ノプティコ ンにおいてす ら,内 面化

されるのは規定 された身体の振る舞いそのものではな く,身 体に対す る監視の視線にす ぎない。

そのため,こ の視線に対 して身体が抵抗する可能性 は依然 として残 されているのである○

 このように考えると,パ ノプティコンがベ ンサムの表現 した権力 の理念であるように,規 律

=訓 練 もまた,フ ーコーの表現 した権力の理念であることがわかる。Cセ ンタ―の分析では,

権力が浸透 しない不透明な身体を視野に入れることで,権 力の現実 の姿 に接近 したい。

1―4 ま とめ

 威光模倣 ・ハ ビトゥスの規則化 ・規律=訓 練の三つの概念 は,い ずれも,身 体が社会的位置

の刻印を受けることで社会構造を再生産する媒体になる過程を説明 しているとされる。 しか し,

社会的位置を刻印 しようとする意思に対 して身体が抵抗す ることを認めた うえでこれ らの概念

を再検討 したな ら,こ れ らの概念が描いている身体技法の習得 と社会構造の再生産の結 び付 き

は必然的なものではな くなる。
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 威光模倣の概念を再検討 したな ら,威 光模倣 における行為者 は自分の身体の抵抗を介 して,

社会的要因に還元で きない有効性 を行為に認識することがで きる存在 として捉えられる。 この

よ うな存在は,社 会的権威者の行為か ら模倣 に値する身体技法を選択 したり,よ り有効な身体

技法を新 たに創造 したりすることができる存在で もある。

 ハ ビトゥスの規則化の概念を再検討 したなら,ハ ビトゥスが高い確率で社会構造を再生産す

るのは,あ らゆ る行為がハ ビトゥスにより無意識的に生成 されるという問題のある前提のため

であることが見えて くる。この前提を取 り去 ったとき,実 践における認知 は,身 体を刻印 しよ

うとする社会構造 と,こ れに抵抗 しようとす る身体のせめぎあいの産物 として捉え られるはず

である。

 規律=訓 練の概念 を再検討 したな ら,身 体の規律=訓 練が必然的に精神 の主体化=従 属化を

介 した社会の権i力構造の再生産をもたらすかに見えるのは,規 律=訓 練が権力の理念であって,

実態ではないためであることが見えて くる。そのたあ,身 体の抵抗のために規律=訓 練が失敗

する可能性を認 めることで,権 力の実態に接近することができる。

 以上より,Cセ ンターの分析では,三 つの現象   身体の抵抗を手がか りに した行為の有

効性の認識,社 会構造の刻印と身体の抵抗のせめぎあいの産物 としての認知,身 体の抵抗によ

る規律=訓 練の失敗   に焦点を当てることにしたい。

2 太極 拳 とマ ンチ ェス ター

Cセ ン ター に お け る身 体 技 法 の 習 得 の詳 細 に 立 ち入 る前 に,太 極 拳 ・マ ンチ ェ ス タ ー ・Cセ

ン タ ー の 概 要 を そ れ ぞ れ紹 介 して お きた い。

2―1 太 極 拳

 太 極 拳 と は,中 国 の黄 河 の ほ と り にあ る陳 家 溝(ち んか こ う,Chenjiagou)と い う小 村 で 生 み

出 さ れ た 武 術 で あ る。 陳 家 溝 と は,中 国河 南 省 温 県 に あ り,黄 河 の氾 濫 原 に位 置 して い る小 村

で あ る。 名 前 が 示 す よ うに 古 くか ら陳氏 一 族 が 住 ん で お り,「 溝 」 とは,黄 河 の 洪 水 の さ い に

村 を守 る た め に 周 囲 を め ぐ らせ た堀 の こ とで,転 じて村 そ の もの を指 す よ うに な った。 す べ て

の 太 極 拳 の 流 派 の 源 流 で あ る 陳 式 太 極 拳 は,陳 氏 の 第9世 陳 王 庭(ち ん お うて い,Chen

Wangting)が400年 ほ ど前(正7世 紀初頭,明 代末 か ら清代 初 にか けて)に こ の村 で 創 始 した と さ

れ る1)。 そ れ は300年 近 くの 間,門 外 不 出 の秘 伝 と され て き た が,120年 ほ ど前(19世 紀 中葉)

に,陳 氏 の14世 陳 長 興(ち ん ち ょうこう,Chen Changxing)が は じめ て 陳 氏 以 外 の人 間 に太

極 拳 を教 え た。 教 え を受 け た 陳 家 の 使 用 人 の 楊 露 禅(よ う ろぜ ん,Yang Luchan)が 創 始 した

楊 式 太 極 拳 は北 京 を 中 心 に流 行 し,こ れ を も と に孫 式,呉 式,武 式 な ど の 流 派 が生 み 出 さ れ た。
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これらの流派は,陳 式 と合わせて太極拳の五大流派と呼ばれる。その間 も陳式は主に発祥地の

村でのみ練習 されていたが,1928年 に陳発科(ち ん はっか,Chen Fake)が 北京で教授 してか

ら広 く練習されるようになった。現在は,格 闘技 としてのみならず,陰 陽思想,東 洋医学,中

国語そして中国を中心に世界各地に教室を構える正統継承者など,豊 かな文化的意味に包まれ

た身体技法 として世界中で練習されている。

2―2 マ ン チ ェ ス タ ―

 イ ギ リスの 大 マ ンチ ェ ス タ ー州 の一 部 を な す 都 市 区 で,人 口 は45.2万 人(英 国国家統計 局,

2001年 調査 に基づ く2006年 推計)。 人 口 で は,ロ ン ドン,バ ー ミンガ ム に次 ぐ英 国 第 三 位 の 都市

だが,政 治 的 に は ロ ン ドンに次 いで 重 要 な都 市 で あ る。 エ ス ニ ック ・マ イ ノ リテ ィの 比 率 が高

く,ま た,イ ギ リスで も有 数 の 規 模 の チ ャイ ナ タ ウ ンを持 っ 都 市 と して 知 られ る。英 国 全 体 の

エ ス ニ ッ ク ・マ イ ノ リテ ィの 比 率 は9。1%で あ る の に 対 し,マ ンチ ェ ス タ ー で は 約2倍 の

19.0%で あ る。 ま た,英 国 全体 の 中 国系 住 人 の比 率 は人 口 の0.4%で あ るが,マ ンチ ェス ター

で は約3倍 の1.3%に の ぼ る(英 国国家統計局,2001年)。

(wikipedea英 語版 より引用,番 号 は筆者が記 入)

1大 マ ンチ ェス ター都 市 州

2マ ンチ ェ ス タ―都 市 区

3 トラ フ ォー ド区

4オ ー ル ド ・ トラフ ォー ド

図1 マ ンチ ェ ス タ ―の 地 図
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2-3 Cセ ンタ ー

 マ ンチ ェ ス タ ー に 本 拠 を 置 く太 極 拳 教 室 の な か で,も っ と も規 模 が 大 き い の がCセ ン タ ー

で あ る。 そ れ は,中 国 の湖 南 省 出 身 のL先 生 に よ って1995年 に マ ンチ ェ ス タ ー に 創設 さ れ た。

当 初 は公 園 な ど で練 習 して い た が,生 徒 の一 人 が チ ャイ ナ タ ウ ン に ビル を 所 有 して お り,そ の

4階 を 教 室 と して使 用 す る よ うに な る。2000年 に は,大 マ ン チ ェ ス タ ―州,マ ンチ ェス タ ―

都 市 区 の 東 南 に 隣 接 す る トラ フ ォ ー ド区 の オ ー ル ド ・ トラ フ ォ ー ドに位 置 す る中 国 医学 の診 療

所 が 所 有 す る建 物 に 移 り,現 在 もそ こ を本 拠 と して 活 動 して い る(図1)2)。

 現 在 のCセ ン タ ー の 活 動 は,太 極 拳 の指 導 に 限 られ ず 多 岐 に わ た って い る。 そ の概 要 は,C

セ ン タ-の イ ン ター ネ ッ ト ・ウ ェ ブ サ イ トの トッ プ ペ ー ジで 次 の よ うに紹 介 さ れ て い る。

 Cセ ンタ―は太極拳の原理と哲学の指導と普及活動を行 っています。Cセ ンターはイギ

リスのマ ンチェスターに本拠 を置 いてお り,太 極拳の学習 な らびに表演のDVD・ ビデ

オ ・書籍の制作,マ ンチェスターにおける太極拳教室の開催,ヨ ―ロッパ中でのセミナー

の開催,例 年の中国の学習旅行の企画運営を行 つています。 この教室のね らいは,太 極拳

のすべての側面 にわたって,す べての学習者 と研究者にとってアクセスしやす く価値のあ

る理解を促進す ることです。

 指 導 に あ た る の は,2008年3月 の時 点 で は,L先 生 の ほ か2名 の フル タ イ ム の 指 導 員, A

先 生 とJ先 生 で あ る。 オ ー ル ド ・ トラ フ ォ ー ドの教 室 で は金 曜 日 と 日曜 日 を 除 い て毎 日指 導 が

行 わ れ るが,ほ か に も,マ ン チ ェ ス タ ー各 地 の ス ポ ー ッ ・ク ラ ブ の カ リキ ュ ラ ム に組 み 入 れ ら

れ た教 室 や,成 人 教 育 の慈 善 団 体 の主 催 す る教 室,そ して,年 配 者 の 福 利 厚 生 の た め の 慈善 団

体 の主 催 す る教 室 に も指 導 員 を派 遣 して い る。L先 生 に よ れ ば,こ れ らの 教 室 をす べ て 含 め る

と,2007年6月 の 時 点 で,Cセ ン タ ー に は全 体 で 約2,000人 の 生 徒 が い る。 そ の う ち, L先 生

が 直 接 教 え た の は約1,000人 で,オ ー ル ド ・ トラ フ ォー ドの 教 室 に通 って い るの は200人 か ら

300人 で あ る3)。

 生 徒 の 年 齢 と性 別 は,オ ー ル ド ・ トラ フ ォ ー ドの 教 室 と そ れ 以 外 で 大 き く異 な っ て い る。

オ ー ル ド ・ トラ フ ォ ー ドの教 室 は,生 徒 の ほ とん どが 男 性 で,年 齢 層 は20代 か ら6o代 ま で ほ

ぼ 偏 りな くそ ろ って い る。 そ れ に対 し,各 地 の ス ポ ー ッ ・ク ラ ブや 慈 善 団 体 の教 室 で は,生 徒

の ほ とん どが 女 性 で,年 齢 層 は 中 高 齢 に偏 って い る。 ま た,生 徒 の エ ス ニ シテ ィ は,オ ー ル

ド ・ トラ フ ォー ドの教 室 で もそ れ 以 外 で も,多 くが 白人 で,中 東 系,イ ン ド系,中 国 系 な ど の

エ ス ニ ック ・マ イ ノ リテ ィは 比 較 的少 数 で あ る。L先 生 に よ れ ば,中 国 人 の 生 徒 が 少 な い の は,

中 国人 の 多 くは 仕 事 か 勉 強 で 忙 しい た め,太 極 拳 の よ うな 「ラ イ フ ス タイ ル の こ と」 に手 を 出

す 余 裕 が な い か らだ と い う。 ま た,中 国人 は レス トラ ンや テ イ ク ア ウ ェ イ (弁当屋)で 働 い て
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いる場合が多 く,夜 は仕事で忙 しいことも,中 国人生徒が少ない理 由のひとつである。

 指導料 は,ほ とんどのクラスが一回50分 で6ポ ンドである。 支払い方法 は,現 金あるいは

小切手を教室で手渡 しす る方法と,事 前にウェブサイ トでカー ドを使 つて支払 う方法がある。

何回分かのクラスをまとめて購入すれば割引になる回数券制度 と,夕 一ム(春 夏秋冬の各四半

期)の 間どのクラスで も自由に参加できる夕一ム ・チケットの制度 もあるが,生 徒の多 くはク

ラスのたびに6ポ ン ドを現金で手渡 ししている。指導料をまとめて前払 いしたり,練 習に先

立ってユニフォームや用具を購入 した りする必要がないため,初 心者が練習に参加す るための

敷居は低いといえ る。

 参 与 観 察 を 行 った の は,の べ16ヶ 月(2006年1月 ～3月,2007年1月 ～2008年3月)で,オ ー

ル ド ・ トラ フ ォ ー ドの 教 室 の 火 曜 日 と木 曜 日 の 夜 の ク ラス に 参 加 した 。 火 曜 日 の ク ラ ス は,

7:00～7:50に 行 わ れ る太 極 拳 基 礎 ク ラス(初 心者 向 け)と,8:00～9:50に ク ラス ニ 回 分

の 時 間 を か けて 行 わ れ る83式 の型 ク ラ ス(中 上級者向 け)で あ る。木 曜 日 の ク ラ ス は,7:00～

7:50に 行 わ れ る11式 の型 ク ラ ス(初 心 者向 け),8:00～8:50に 行 わ れ る推 手 ク ラ ス(す

べての レベル向 け),9:00～9:50に 行 われ る気 功 ク ラス(す べて の レベ ル向 け)で あ る4)。 各

ク ラ ス の参 加 者 は,少 な い と きで5人 程 度,多 い と き で20人 程 度 に な る。

 L先 生 は4o代 の中肉中背の男性で,眼 鏡をかけている。オール ド・トラフォー ドの教室の

夜のクラスを担当す るのはL先 生 のほか,中 国武術協会の審査では4段,Cセ ンタ―独 自の

指導者資格審査では5段 の認定を受 けている中東系の指導員のA先 生 がいる。 クラスの雰囲

気は和気藹々としてお り,L先 生 はいつ もにこやかで,よ く冗談を言 う。

3 太極拳の社会的位置

 Cセ ンターはどのような社会的位置を占めているのだろ うか。 ここでは,ウ ェブサイ ト・教

室の空間 ・諸活動の三っの側面に認め られる社会的位置の表現を手がか りにこれを考察 したい。

3-1 ウ ェブ サ イ ト

 Cセ ンタ ー の イ ン タ ー ネ ッ ト ・ウ ェ ブサ イ トで は,Cセ ンタ ー で 練 習 さ れ て い る身 体 技 法 の

社 会 的 位 置 に っ い て の 言 及 が 繰 り返 しな さ れ て い る 。 そ の 一 例 は,ト ッ プ ペ ー ジ に張 ら れ た

「太 極 拳 と は何 か?」 と い う リン クを 辿 っ た先 の ペ ー ジ に あ る,次 の文 章 に認 め る こ と が で き

る。

太極拳 とは何か?

 太極拳はダイナ ミックな一連の動作であり,柔 と剛,急 と緩を,『 易経』 における哲学
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的 か っ道 教 的 な 陰 陽 原 理 に 従 い,バ ラ ン スの 取 れ た 自 然 な や り方 で 組 み合 わ せ た もの で あ

る。そ の 範 疇 に は,螺 旋,回 転,独 自の 纏 糸 勁(て ん しけ い,Chansijin, Silk Reeling Energy)

の 動 作,跳 躍,飛 躍,そ して 爆 発 的 な発 勁(は っけい,Fajin, Energy Release)を 含 む。

 練習中は,身 体は意識 とともにリラックス したままで,呼 吸 と動作はすべて密接に関連

しっづける。 これらの独 自の特徴のために,健 康,フ ィットネス,減 量のための効果は

いっそうす ぐれたものになっている。 これらは,年 齢やフィットネスの程度を問わず,現

在世界中の数多 くの人々が習慣的に陳式太極拳を練習 している理由の一部である。

 陳式太極拳は創始 されて以来,当 初の意味 と実践的応用 に忠実であ りっづけてきた。 こ

れは,陳 家の現在の長であるZ先 生が,太 極拳の最高 レベルの師範の一人 として国際的

に認められていることに示 されている。

 この文章では,Cセ ンターで練習されている身体技法が占めている社会的位置が,次 の三通

りの方法で表現されている。

 第一 に,『 易経』 の 「哲学的かっ道教的な陰陽原理」 にもとづ き動作が組み合わされている

という記述は,Cセ ンターの身体技法が中国の文化的伝統を継承す るものであることを示 して

いる。

第二に,「世界中の数多 くの人々が習慣的に陳式太極拳 を練習 している」 という記述は,C

センターの身体技法が国際的に普及 していることを示 している。

 第三 に,「 陳家の現在の長であるZ先 生が,太 極拳の最高 レベルの師範の一人 として国際的

に認め られている」 という記述は,Cセ ンターの身体技法が,陳 家に代表される太極拳のiE統

を継承するものであると同時 に,現 代の国際社会の認知を受 けたものであることを示 している。

 指導されてい る身体技法 についての記述のみならず,こ れを指導す るL先 生 にっいての記

述か らも,Cセ ンターの社会的位置を読み取ることができる。 ウェブサイ トの トップページの

左側には指導員の名前が リス トされており,そ れぞれの名前か ら指導員を紹介するページへの

リンクが張 られている。 リス トの最上部 にあるL先 生の名前に リンクされているページには,

次の文章がある。

 L先 生 は子供時代の1972年 に中国で小林武術 (しょうりんぶじゅつ,ShaQlin martial

arts)の 練習を始 めた。その11年 後に,か の陳家溝出身で太極拳を学ぶ若者の技に感銘

を受けて以来,陳 家溝の第11世 伝人たちの教えの もと正統の陳式太極拳を学ぶことで内

家拳を理解するための道を歩み始めた。

 中 国 で も っ と も技 に長 け,経 験 も豊 か な太 極 拳 の 指 導 者 た ち に教 え を 受 け,ま た,南 岳

山 (なんが くさん,Nanyue Mountain)の 寺 院 の指 導 者 た ち に は内 気 功 (ない きこう,
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Internai Qigong)を 深 く学 ん だ の ち, L先 生 は 中 国 本 土 か らイ ギ リス に移 り1995年 にC

セ ン タ ー を 創 設 した。

 1982年 以来,L先 生 は数多 くの生徒たちが自分で道 を歩み始 めるたあの手助けを して

きた。現在 は,ヨ ーロッパ中でセミナーを開き指導者を養成す ること,ま た,太 極拳を学

ぶための本 ・DVD・ ビデオを制作することに時間を費や している。 L先 生はすべての学

習者 と研究者 にとってアクセスしやす く価値のある指導を通 して,太 極拳の原理 と哲学 の

理解を深 めるための手助 けを して きた。

L先 生は中国政府公認の中国武術協会に7段 の認定を受けている。

Cセ ンターにおける指導に加えて,L先 生 はエージ ・コンサー ン(年 配者の福利厚生のた

め の英 国最大 の慈善 団体),ワ ー カ ー ズ ・エ ジュ ケ ー シ ョ ン ・ア ソ シエ ー シ ョ ン(成 人教 育 の

た めの英国最 大の慈 善団体),そ して,数 多 くの私 企 業 で も太 極 拳 を教 え て い る。 ま た,サ

ル フ ォ ー ド大 学 講 師 と して 太 極 拳 を教 え た 経 験 も持 っ 。

 この文章のなかで,L先 生 の社会的位置を もっとも客観的に表現 しているのは, L先 生が

「中国政府公認の中国武術協会に7段 の認定を受 けている」という資格 についての記述で ある。

だが,L先 生が太極拳を学んだ り教えたりした対象 も, L先 生 の社会的位置を表現す るもの と

して資格 に劣 らず重要である。

 L先 生が太極拳 を学んだ対象 としては,「陳家溝の第11世 伝人たち」があげられている。 陳

家溝 とは,す でに述べたように陳式太極拳の発祥地であり,第11世 伝人はその正式な伝統の

担い手である5)。そのため,こ の記述は,L先 生が太極拳の正統を継承 していることを示 して

いる。

 L先 生が内気功を学んだ 「南岳山」 は,湖 南省衡山県に位置 し,中 国五大名山のひとっ に数

えられるが,数 多 くの大寺院を擁す ることで も知 られ る6)。そのため,L先 生がそこで気功を

学んだ という記述 は,L先 生が気功の正統を継承 していることを示 している。

 L先 生 が 太 極 拳 を 教 え た 対 象 と して は,「Cセ ン タ ー 」 に 加 え て,「 エ ー ジ ・コ ンサ ― ン」,

「ワー カ ー ズ ・エ ジ ュ ケ ― シ ョ ン ・ア ソ シエ ー シ ョ ン」,「 数 多 くの 私 企 業 」,「 サ ル フ ォ ー ド大

学 」 が あ げ られ る。 こ れ らの 団 体 でL先 生 が 太 極 拳 を 教 え た と い う記 述 は,L先 生 が こ れ ら

数 多 くの 団 体 に認 め られ て い る こ と を示 して い る。 ま た,特 定 の 団 体 に つ い て の 記 述 で は な い

もの の,L先 生 が 「ヨー ロ ッパ 中 で セ ミナ ー を開 き指 導 者 を養 成 」 して い る と い う記 述 は, L

先 生 を認 め る人 々が ヨ ー ロ ッパ に も散 在 す る こ とを 示 して い る○

3-2 教 室 の 空 間

オ ー ル ド ・ ト ラ フ ォ ー ドの 教 室 の空 間 に も,Cセ ン ター の身 体 技 法 の 社 会 的 位 置 を示 す 手 が
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図2 教室で の練習風景

か りが数 多 く認 め られ る。 この教 室 は,中 国 人が 経 営 す る東 洋 医学 の診 療 所 が 所 有 して い る建

物 の一 部 を借 りて使 用 して い る。 教 室 の 入 り口 は診 療 所 の 入 り口 とは別 で,横 道 に面 して い る

が,通 りに面 した フェ ン スに教 室 を示 す大 きな垂 れ幕 が結 び付 け て あ る た め に よ く目立 っ 。 垂

れ幕 に は,赤 地 に黄 文 字 で 「CTai Chi Centre∫ と印 刷 され,中 央 に は太 極 図 を モ チ ― フ に

した セ ン ター の ロ ゴマ ― ク が 印刷 さ れ て い る。 教 室 の入 り口 の ドア の横 に は,縦 長 の垂 れ 幕 が

あ り,そ こ に は大 き く引 き伸 ば したL先 生 の写 真 とCセ ン ター の連 絡 先 が 印 刷 され て い る。

写 真 は,太 極 拳 表 演 の た め の 伝 統 的 な正 装 で あ るゆ っ た り した 上 下 を着 たL先 生 が,岩 の上

で 座 って瞑 想 して い る もの で あ る。 垂 れ 幕 は いず れ もカ ラー印 刷 の美 しい もので あ る。

 教 室 は,25畳 ぐ らい の 広 さ が あ る長 方 形 の部 屋 で あ る。 入 り 口の ドア を 入 って ま っ さ き に

目 に付 くの は,正 面 の 壁 の 大 き な垂 れ幕 で あ る。 教 室 の外 の フ ェ ンス に結 ん で あ った もの と同

様 に,赤 地 に黄 文字 で上 段 に は 「C太 極 中心 」 と 「CTai Chi Centre U.K.」 の 文 字 が,下 段

に は 「弘 揚 太 極,造 福 人類 」 と 「Promoting Tai Chi to its full potential」 の文 字 が 印 刷 さ

れ て い る○ 垂 れ 幕 の横 に は,入 り口 の横 に あ っ た もの と同 じ大 き さ の縦 長 の 垂 れ 幕 が 左 右 に2

枚 ず っ 貼 って あ る。 印 刷 さ れ て い る写 真 はL先 生 の も の の ほか,L先 生 の 先 生 に あ た るZ先

生,G先 生 の もの が あ る(図2)。

 垂れ幕 と向かい合う後ろの壁には大きな横長の掲示板があり,そ こには中国旅行や ヨーロッ

パ各地でのセ ミナーで撮影 された記念写真や,L先 生やCセ ンターが取材を受 けた新聞や雑
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誌の記事,そ して,生 徒への連絡事項を書 いた紙が貼 ってある。 また,Z先 生がCセ ンタ―

の名誉会長に就任 した旨を記 した飾 り額 と,L先 生を含あた3名 の指導員が中国武術協会 に認

定された段位の証明書のコピーも掲示されている。

 教室の一番奥の壁には,開 催予定のセ ミナーの参加希望者が名前 を書 いて予約す るためのホ

ワイ トボー ドが掛けてある。 また,す べての壁に,様 々な中国の書画が掛けられている。鍾馗

の墨絵,「 友情」・「一帆風順」・「弘揚太極」の書などがある。

教室の奥の隅には白磁の観音像をのせた棚が吊ってあり,そ の下 には祭壇がある○観音像 に

はいっ も線香 と蝋燭そ して果物 と生花が供え られている。 その隅の床には,練 習用の剣 と槍が

たくさん積み重ねて置かれている。

 手 前 の 隅 に は テ レ ビを の せ た 棚 が 吊 っ て あ り,そ の 下 に は机 が 置 か れ て い る。 そ こ に は,練

習 中 に中 国音 楽 のBGMを 流 す た め のCDラ ジカ セ の ほか に,ウ ェ ブ ペ ー ジか ら リン ク して い

るオ ン ラ イ ン シ ョ ッ プ で 販 売 して い る書 籍 ・DVD・ 絵 葉 書 ・カ レ ン ダ ー な ど の 見 本 が 置 い て

あ る。 ま た,Cセ ン タ ― が 開 催 す るイ ベ ン トの パ ン フ レ ッ トも並 べ られ て い る。

 こ こ ま で紹 介 して きた よ う に,Cセ ンタ ー の教 室 の 空 間 に は,ウ ェ ブサ イ トに劣 らぬ ほ ど,

Cセ ン タ ー の身 体 技 法 の社 会 的 位 置 を表 現 す る事 物 が あ ふ れ て い る。

 第一に,中 国の伝統的な慶事の色彩である赤地に黄文字で,中 国語 と英語が併記 された教室

の内外の垂れ幕 ・ロゴマ―クの太極図 ・伝統的な正装を した指導者 の写真 ・中国の書画 ・観音

像と祭壇 ・中国音楽のBGMは,す べて, Cセ ンタ―が中国の文化的伝統を継承 している こと

を示 している。

 第二に,壁 に掲示 してあるメディアの紹介記事や ヨ―ロッパ各地 でのセ ミナーの記念写真は,

Cセ ンターの身体技法が現代の国際社会において広 く認知 され普及 していることを示 している。

 第三 に,中 国旅行 の写真やZ先 生の名誉会長就任の飾 り額は,Cセ ンターと太極拳 の正統

との結びっきの緊密 さを示 している。指導員たちの段位の認定証 も,Cセ ンターの身体技法 と

太極拳の正統 との結び付 きを示す ものだといえる。

3-3 諸活動

 すでに述べたように,Cセ ンターでは毎週のクラスのほかにも様 々な活動が行われている。

これ らの活動 も,ウ ェブサイ トや教室の空間 と同様 にCセ ンターの社会的位置を表現す るも

のであるが,と りわけ重要なのはZ先 生 をめぐる諸活動である。 とい うのも,Z先 生 は, L先

生が教えを受 けた先生であるのみならず,陳 式太極拳の現在の最高権威者 の一人であるため,

Z先 生 との関係が緊密であることは,Cセ ンターの身体技法が太極拳の正統を継承 しているこ

とを強 く示すか らである。

Z先 生 との関係を示す活動 として第一にあげられるのが,Z先 生 をマ ンチェスターに招聘 し
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て行われ る特別セ ミナーである。2003年 に,Z先 生がCセ ンターの名誉会長 に就任 した こと

も,こ の延長線上の出来事 として位置づけることができる。

 また,L先 生 は2005年 に, Z先 生の著書 『太極養生功』 を英訳 してTai Chi for Healthと

して出版 した。 この本は,太 極拳の哲学 と歴史の説明にはじま り,基 礎体操 と18式 の型を図

解入 りで説明 した もので,も とは2002年 に中国語 と英語の二言語併記版 として中国で出版さ

れた。だが,英 訳のレベルはあまり高 くなく,中 国語の意味を十分に伝えきれていなかった。

 L先 生 は,自 分の生徒たちの協力を得て自然で明瞭な英訳 をした うえ,英 語圏の太極拳の学

習者 に特有の質問に答えるための章をい くっか新たに追加 した。 また,英 語圏の太極拳の学習

者の体験記やイ ンタビュー記事 も追加 し,動 作を図解す る写真をすべて高解像度カラーで撮影

しなお した うえ,新 たに数多 くの写真を追加 した。

 出 来 上 が っ た 本 は,B5版 で208ペ ー ジ,全 ペ ー ジ カ ラ ー 印 刷 の 豪 華 な も の で,初 版 は

5,000部(ハ ー ドカバ ー2,000部,ソ フ トカバ ー3,000部)で あ る。 表 紙 を飾 る の はZ先 生,見 返 し

に はL先 生 の 紹 介 が あ り,口 絵 に は,Z先 生 とL先 生 が と も に練 習 した り,世 界 各 地 で指 導

した り して い る写 真 が数 多 く掲 載 され て い る。

 Cセ ンターの身体技法が,Z先 生に象徴 される太極拳の正統に限 らず,中 国の文化的伝統全

般 と結 び付いていることを示す活動として中国旅行がある。 この旅行は,毎 年8月 に18日 間

程度の日程で行われるもので,Cセ ンターの目玉行事 のひ とつである。行程 としては,陳 家

溝 ・少林寺 ・南岳山などでの太極拳や気功の練習のほか,北 京で開催される中国武術協会の段

位認定会 も組み込 まれることがある。

3―4 ま とめ

 ここまでの考察をまとめると,Cセ ンターは,中 国の文化的伝統の継承 ・太極拳の正統の継

承 ・現代 の国際的な認知 と普及 という三っの社会的文脈に位置づ けられ,こ れ らの交点がC

センターの身体技法の社会的位置を構成 しているといえる8)。

Cセ ンターの社会的位置が このように規定 されているとき,Cセ ンターの身体技法を習得す

ることは,こ の社会的位置がそのまま身体に刻印され ることになって しまわないのだろうか。

4 各 クラスの練習の概要

Cセ ンターの身体技法を習得することでその社会的位置が身体に刻印され るか否かを考察す

るに先立 って,社 会的位置が具体的にどのように身体技法に反映 されているかを考察せねばな

らない。 そのために,こ こではCセ ンターの各 クラスの概要を紹介することにしたい。

す で に 述 べ た よ うに,ク ラ ス に は四 種 類 あ り,太 極 拳 基 礎 ク ラ ス(Tai Chi Foundation),型
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ク ラ ス(Forms),推 手 ク ラ ス(す い しゅ, Push Hands),気 功 ク ラ ス(Qigong)に 分 か れ て い る

が,い くっ か の ク ラ ス に 共 通 す る要 素 も存 在 す る。

4-1 クラスの共通要素

・準備体操

 すべての クラスに共通 して,最 初 に10分 程度をかけて準備体操が行われる。 先生 は教室の

前に生徒たちを向いて立ち,生 徒たちは1～3列 に横 に並んで先生の指示に従 いつっ,そ の動

作を模倣する。体操の一連 の動作は,手 首や足首や腰 を回 したり,膝 を屈伸 させたりす る一般

的な体操 の動作を恣意的に組み合わせた もののように見 えるが,実 際 は,Z先 生の著書Tai

Chi for Healthに も掲載されている標準化 された一連の動作を行 っている。準備体操 のあ と,

それぞれのクラスの練習に移る○

・型

先生は教室の前に生徒たちに背中を向けて立ち,型 の動作を行 う。生徒たちは先生の後 ろに

1～3列 に横に並んで,先 生の動作を模倣する。最初 は動作を止 めなが らゆっくりと行 い,2

回,3回 と繰 り返す うちになめ らかな速い動 きで行 うようになる。途中で先生が動作を止めっ

っ,生 徒たち全員に 「そ こで止める」と言 うことがある。生徒たちが動作を止 めて,そ の まま

の姿勢を保っているなかを先生が歩き回 り,一 人ひとりの姿勢を直す。 この練習は,立 っ姿勢

こそ異なるが站椿と似ている。

 Cセ ンタ ー で 通 常 練 習 され る型 は,83式(83Form)と11式(ll Form)の 二 種 類 が あ る。

型 の 名 前 の 数 字 は 含 ま れ る技 の 数 を 表 して い る。83式 は,正 式 に は 「新 架(し ん か,Xinjia,

New Frame)83式 」 と呼 ば れ,陳 家 に 伝 承 さ れ た動 作 に も とづ き陳 発 科 が20世 紀 中 葉 に完 成

した と され る伝 統 的 な も の で あ る。11式 は,新 架 の 創 造 以 前 か ら陳 家 に伝 承 され て い た と さ

れ る 「老 架(ろ うか,Laojia,01d Frame)83式 」 を も とに,あ ま り練 習 時 間 が 取 れ な い生 徒 を

念頭 に お い てL先 生 が 創 造 した もの で あ る。

・気 功

 準備体操のときと同 じように先生 と生徒が向 き合 って並ぶが,行 われるのは気功の動作であ

る。呼吸に合わせて両腕をゆっくり上げ下げすることを中心 としているが,両 手を上げた姿勢,

手のひ らを胸の前で合わせた姿勢 あるいは,両 手で独特の印を結んだ姿勢で,し ば らくじっ

としていることがある。 この印は中国の仏教式気功に伝統的なものである。
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・站 椿

 各 ク ラ スの途 中 で,站 椿(た ん とう,Zhanzhuang, Tai Chi Stance)と 呼 ば れ る練 習 を 行 う。

これ は,ひ ざ を軽 く曲 げ て腰 を 落 と し,肘 を軽 く曲 げ た ま ま両 手 を肩 の高 さ に上 げ て,そ の ま

ま の姿 勢 で しば ら く立 って い る伝統 的 な練 習 方 法 で あ る。 先 生 は立 ち方 の手 本 を 見 せ た の ち,

生 徒 の 姿勢 を ―・人 ず つ 直 して 回 る。 そ の と き先 生 は,手 で生 徒 の 身体 に触 れ て 直接 手 足 や腰 の

位 置 を 直 す こ と もあ れ ば,「 頭 を ま っす ぐに,肩 は リラ ック ス して 」 な ど 口頭 で指 示 を 出す こ

と もあ る(図3)。

 站 椿 は,最 古 の 中国 武 術 流 派 の ひ とっ で あ る形 意 拳 を も と に1925年 に意 拳 を 創 始 した王 獅

齋(お う こうさい,Wang Xiangzhai)が 完 成 さ せ た練 習 方 法 で あ る。 壬1は1950年 代 よ り病 気

治 療 の た め の 気 功 と して 站椿 を 医 療機 関 で 指導 し始 め た が,そ の 効 果 が 着 目 され,太 極 拳 を は

じめ とす る各 種 の 武 術 や 気 功 の 流 派 に取 り入 れ られ るよ う にな った。

・感覚の確認

 L先 生 は すべ て の ク ラ スで,生 徒 た ち全 員 に向 か って,「 どん な感 じが します か 」 と感覚 を

尋 ね る。 ほ とん どの 場 合 は ク ラ スの 最 後 に生 徒 全 員 を 順 に 指 名 して 感 想 を 聞 くが,時 間 が あ ま

り残 って いな い場 合 や,ひ とっ の ク ラ スで 站椿 を二 回 以 上 練 習 した と きは,一 部 の 生 徒 だ けを

指 名 す る こ と もあ る。 生 徒 た ち は,「 良 い感 じだ った」・「リラ ッ クス した」 な ど,漠 然 と した

図3 站椿の練習で生徒の姿勢を直すL先 生
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感 想 を言 う こ と も あ れ ば,「 指 先 が む ず む ず す る の を 感 じ る」・「左 足 が 引 き っ っ た 感 じ だ」 ・

「脚 が 燃 え る よ う だ 」 な ど 具 体 的 に答 え る こ と もあ る 。 ま た,「 エ ネ ル ギ ー」 や 「エ ネ ル ギ ー の

レベ ル 」 に 言 及 す る場 合 もあ る。

4-2 ク ラ ス ご と の 練 習 内 容

・太極拳 基礎 ク ラス

 準 備 体 操 に続 けて,纏 糸 勁(て ん しけい,Chansijin, Silk Reeling Energy)の 動 作 を 練 習 す る。

これ は,身 体 全 体 を 連 動 さ せ な が ら円 を描 く よ う に腕 を 回 転 させ る運 動 で あ る。 そ の場 で 静 止

した ま ま行 う場 合 も あ れ ば,移 動 しな が ら行 う場 合 も あ る。 続 い て 站 椿 と気 功 を行 うが,初 心

者 が 多 い の で 站 椿 で 立 つ 時 間 は5分 以 下 で あ る。 最後 に感 覚 の 確 認 が 行 わ れ る。

・型 ク ラ ス

 木曜 日のIl式 の型 クラスでは,準 備体操 に続けて,型,站 椿,気 功の順で練習が行われ,

最後 に生徒 たちの感覚が確認 され る。火曜 日の83式 の型 クラスでは,休 憩 をはさんで同 じ

ルーチンが繰 り返 され る。11式 の型 クラスは初心者が多いので,型 の姿勢を止めたままでい

る時間や,站 椿で立っ時間 は5分 以下であるが,火 曜日の中上級者向けの83式 の型クラスで

は10分 以上のことが多い。 立っ時間が長 くなる理由のひとつは,先 生がそれぞれの生徒 の姿

勢を直すのにか ける時間が長いためである。

・推手 クラス

 準備体操が終わると,生 徒全員が相手をさが して二人一組になって向かい合 って立 ち,手 首

を接触 させたまま決められた動作を行 う。最初は片手だけを接触 させ,接 点が円を描 くように

動 くが,練 習が進んでくると両手を使 って相手の腕をっかんだり引 っ張 ったりする複雑 な動き

になる。先生は歩 き回 って生徒の動 きを直すが,二 人組で練習 している生徒の一人 と交代 して

手本を見せることもある。決められた動作の推手のあとで,自 由に動いて相手を倒そうとする

推手が行われることもある。自由の推手 は,足 を動かさない約束で行われる場合 と,自 由に移

動 してよい場合の二種類がある。最後には気功を練習する。感覚の確認が行われる場合 もある

が,常 に行われ るわけではない。

・気功 クラス

 準備体操ののち,気 功 と站椿を練習する。気功は,各 クラスに共通 した基本の動作のほか,

気功のクラスだけの動作 もいくつか練習する。初心者が多いため,站 椿の時間は5分 以下であ

る。站椿に続 いて感覚の確認が行われる。 このクラスの途中で,全 員が車座 になって座 り,瞑
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想する場合がある。そのさい,先 生が 「NaMoGuanShiYinPuSa(南 無観世音菩薩)」 ない

し 「AMaNiBaMiHong」 と唱え始めると,生 徒たちもそれに合 わせて同 じ言葉を唱える。

この文句 は,中 国の仏教式気功で伝統的に唱え られるものである。瞑想がある場合もない場合

も,最 後 に再び感覚の確認が行われる。

4―3 ま と め

 準備体操 ・型 ・気功 ・站椿 ・推手などの練習の種類を問わず,各 クラスで習得 されるべき動

作 と姿勢 は,す べて太極拳と気功の正統を継承 したものである。そのため,Cセ ンターにおい

て習得されるべき身体技法は,Cセ ンターの社会的位置を規定す る三っの文脈 のうち,太 極拳

と気功の正統を高度に反映 しているといえる。

 それに比較 して,他 の二っの文脈,っ まり,中 国の歴史的伝統の継承 と,現 代の国際的な認

知 と普及 という文脈は,Cセ ンターの身体技法のありように直接的には反映されていない。 こ

れらの文脈は,太 極拳と気功の正統 という文脈に重なり合 う限 りにおいて,Cセ ンターの身体

技法 に反映されているといえるだろう。

 しか し,Cセ ンターの身体技法が太極拳 と気功の正統の継承 という社会的位置を反映 してい

るだけでも,こ れを習得 した身体が,こ の社会的位置の刻印を受 けることを意味するのではな

いだろうか。 とりわけ,各 クラスの練習において要求されるのが,先 生の動作 と姿勢のきわめ

て厳密な模倣であることを踏まえたなら,Cセ ンターの身体技法を習得することが,太 極拳 と

気功の正統を,文 字通 りに身体に刻印することであるという視点が妥当であるかに見える。

5 身体 の抵抗

 ここでは,イ ンタビュ―した生徒12人 か ら,上 級者 ・中級車 ・初級者の代表 として3名 を

取 り上げることで,Cセ ンターの身体技法の習得が, Cセ ンターの社会的位置の刻印を身体が

一方的に受けることであるか否かを検討 したい。具体的には,次 の三点に焦点を当てることに

する。

 第一 に,生 徒がいかに してCセ ンタ―の練習に参加 しは じめ,身 体技法の習得を開始 した

かに焦点を当て る。 はた して,生 徒の動機 はすべてCセ ンターの社会的位置に還元できるの

だろうか。それとも,モ ―スの威光模倣におけるように,L先 生の行為に社会的位置に還元で

きない有効性を認めることで模倣が開始されたのだろうか。

 第二 に,実 践 における生徒の認知がどのように変化するかに焦点を当てる。はた して,ハ ビ

トゥスの規則化 におけるように,行 為者の認知 は社会的位置の一方的な刻印の産物 なのだろう

か。それとも,身 体を刻印 しようとする社会的位置と,そ れに抵抗 しようとす る身体のせめぎ
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あいの産物 なのだろうか。

 第三 に,生 徒の主体性のあ りようの変化 に焦点を当てる。 はたして,行 為者の主体性は,練

習における規律=訓 練を介 した主体化=従 属化の産物なのだろうか。それとも,練 習 における

規律=訓 練が身体の抵抗のために失敗 し,そ のために主体化=従 属化が達成されないことはあ

りうるのだろうか。

5―1 Bさ んの場合

 上 級 者 の 代 表 と して 取 り上 げ るの は,30代 の 中 国 系 の 男 性 で あ り,中 国 武 術 協 会 に5段 を

認 定 さ れ て い るBさ ん で あ る9)。Bさ ん は,1998年 か らCセ ン タ ー で 練 習 し て お り,常 連 の

生 徒 の な か で は最 古 参 で あ っ たが,2008年1月 か ら あ ま り練 習 に 顔 を 出 さ な くな った 。

 Bさ ん がCセ ン タ ー の 練 習 に 参 加 す る よ う に な っ た 理 由 と して は,第 一 に,大 学 で サ ッ

カ ー と ホ ッケ ー を 激 し く練 習 して,膝 を痛 め て しま った た め で あ る。 これ を き っか け に,「 粗

野 な力,生 の 力 」 に頼 らず に,一 生 か けて 上 達 しっ づ け る こ とが で き る 運動 が した い と考 え る

よ うに な つた と い う。 第 二 に,Bさ ん は詠 春 拳(え い しゅん けん, Wing Chun Kung Fu)・ 競 技

武 術(Wushu)・ 空 手 の 経 験 が あ っ たが,こ れ らの武 術 の動 作 は 「十 分 に流 れ て い な い」 よ う

に思 え た た め で あ る10)。第 三 に,詠 春 拳 ・競 技 武 術 ・空 手 の よ うな 武 術 を 仮 に10年 練 習 して,

30歳 に な っ た と き に一 定 の レベ ル に達 して も,そ の 頃 に はす で に体 力 的 な 衰 え が 始 ま っ て お

り,身 に付 け た技 法 を十 分 に活 用 で き な い こ とが予 想 で きた た め で あ る 。 第 四 に,当 時 チ ャ イ

ナ タ ウ ン に あ ったCセ ン タ ー―の 見 学 に行 くと,教 室 の 壁 に は グ ラ ン ドマ ス タ ー(Grandmaster,

宗家)の 写 真 が2枚 掛 け られ て い た た め で あ るID。 これ を 見 て, Bさ ん はCセ ン ター が 「グ ラ

ン ドマ ス タ ー の い る武 術 」 で あ り,と て も正 統 で 中 国 的 な もの に 思 え た と い う。 第 五 に,L先

生 の 動 作 を 見 た と き,他 の太 極 拳 の 先 生 よ り も本物 の 武 術 を や って い る よ うに 見 え た た め で あ

る。 「パ ン チ を す る と き に は,パ ンチ を したっ もり に な る ん じ ゃな くて,本 当 にパ ンチ を して

い た ん だ 。」

 これ らの五っ の理 由の うち,太 極拳の正統 というCセ ンターの社会的位置 に直接由来す る

ものは第四の理 由ひとっだけであり,他 の四つはすべて,Bさ んが自分の身体の抵抗を介 して

Cセ ンターの身体技法 の有効性 を認識するという契機が含 まれてい る。 とい うの も,Cセ ン

ターの身体技法が,「 粗野な力,生 の力」 に頼 らない身体の使い方をす るために有効であるこ

と ・ 「流れている」動作をするために有効であること ・30歳 にな って も有効 であること ・

「本当にパ ンチ」 をするために有効であることは,い ずれ も,今 のままの自分の身体では意図

して も実現できない有効性 としてBさ んが認識 したものだからである。このような認識 を経

てCセ ンターに参加 し,L先 生 の模倣を開始 したことは, Cセ ンターの社会的位置に還元で

きない行為だといえる。
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 Bさ んは,練 習を開始 してか ら2,3年 経 った頃に劇的な変化を経験 した。彼はL先 生 に

1年 半習ったあ と,専 門職の訓練 のためにマ ンチェスターを離れ,英 国北西部各地で1年 間修

行 しなければな らなか った。その間,3,4ヶ 月続けてホテルに滞在 した とき,夜 に一人だけ

の時間がた くさんあったので,気 功と站椿を一日に2,3時 間ずっ集中的に練習 した。そのと

き,Bさ んは 「はじめて本当の気 の片鱗を味わった」。それは,次 のような経験である。

最 初 に覚 え て い る の は腹 部 の 感覚 だ ね 。 座 って い る と,な に か熱 い もの が 上 に動 い た ん だ 。

… … 何 か っ ま って い た もの が ,泡 が 腹 の 中 を ボ コ ボ コ と沸 き立 って 上 が って い ったん だ。

そ れ で,こ れ は 驚 くべ き こ とだ,と 思 っ て ど ん どん 練 習 を 続 け て い る と,そ れ が 背 中 を紐

の よ う に上 が って い っ た ん だ 。 毎 日練 習 す る た び に,ど ん どん 高 く上 が っ て い って,頂 点

を越 え て 今 度 は 降 りて い っ た ん だ。 降 り るの は か な り速 か つ た。 い ち ば ん す ごか った の は,

こ の と き だ な。(「 ジュ ジュ ジュ」 とい う擬 音 とと もに,両 手 の指 先が左右 か ら近づ いて先端が衝突

す る身 振 りをす る。Bさ ん はお そ らく,「 任脈(に んみ ゃ く, Renmai)」 と 「督脈(と くみ ゃく,

Dumai)」 が 「会 陰(え いん, Huiyin)」 で結 合す る感覚を指 してい るのだ と思 わ れるiz)。)

― そこに特別の経穴があると聞いたことがあります。

あ た か も,火 が 通 り抜 け る よ うだ っ た。

-両 側 か ら
。

両 側 か ら。 は っ き り した 線 が 突 き抜 け る感 覚,驚 くべ き感 覚 だ よ。 何 か が 起 こ って い る と

確 信 した よ。 あ の沸 き立 っ よ うな 感 覚 を得 て か ら,あ の3,4ヶ 月 の 練 習 の 問 に,そ れ が

また 始 ま っ た の さ。 最 初 に感 覚 を 得 る と,も うそ れ が ど ん な もの か 説 明 して も ら う必 要 が

な い ん だ 。 自分 で 経 験 したん だ か ら,自 分 で練 習 を続 け て ゆ け る の さ。 最 初 の発 見 を して

す ぐに,旅 行 の 合 間 にL先 生 に連 絡 を と って,何 が 起 こ っ た か話 す と,彼 は,ど ん どん

続 け ろ,ど ん どん 続 け ろ,と だ け言 うん だ。 彼 は い っ もの練 習 中 に も否 定 的 な こ と は決 し

て言 わ な い ん だ け ど ね。2,3ヶ 月 の 間,た だ,ど ん どん 続 け ろ,ど ん どん 続 け ろ,と だ

け ね 。 そ れ か ら1年 ぐ らい に わ た って,体 中 の経 絡(け い らく,Energy Channel)が ボ ン,

ボ ン と開 い て い っ た の さ 。 最 後 は,そ れ が 全 身 くま な く覆 うよ う に な っ た。 で も,こ れ は

初 心 者 に話 して は い け な いん だ。 そ の 感 覚 を 求 め 出 して しま うか ら。 他 方,僕 は教 室 を離

れ て 旅 行 を して い たか ら,よ り純 正 な 経 験 を した と思 う。
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 Bさ ん は,こ の一 連 の経 験 を 経 て,「 体 中 の 経 絡 」 に 「エ ネ ル ギ ー 」 が 流 れ る の を 四 六 時 中

たえ ず 感 じ る よ う に な っ た と い う  「僕 は,こ こ に こ う して座 っ て い る 間 も,そ れ を ず っ と

感 じ るん だ。」 した が って,Bさ ん が この 経 験 で 獲 得 した 「体 中 の 経 絡 」 と は,身 体 を 覆 う感

覚 の 持 続 的構 造 で あ る と い え るだ ろ う13)。

 注 目すべきは,Bさ んの身体における感覚の持続的構造の形成が, Bさ ん自身の意思で も,

L先 生の意思で もコントロ―ルできないものとして経験されたということである。Bさ んは,

太極拳と気功の正統に従 うべ く意図 して練習 していたが,最 初に腹部 に 「なにか熱いものが上

に動いた」感覚を得たのは,そ のように意図 したためではなかった。Bさ んの意図にかかわ ら

ず,Bさ んの身体がその感覚を生 じさせたのである。同様 に,そ の感覚が 「背中を紐のように

上が って」 ゆくことや,「 頂点を越えて今度は降りて」 ゆ くことも,意 思の及ばないところで

身体が生 じさせた感覚なのである。Bさ んの精神は,身 体が次々と発生 させる感覚 を,た だ受

動的 に知覚 しただけであるといえる。

 L先 生 は,Bさ んの感覚の報告を受けてか ら,そ のつど 「どんどん続 けろ」 というポジティ

ブ ・フィー ドバ ックを与 えている。そのため,L先 生 は太極拳 と気功の練習によって一般的 に

得 られる感覚のうち,ど れが望ま しいものかを知つていたと考え られる。 しか し,L先 生は望

ま しい感覚を知 っていても,こ れをBさ んに直接に引 き起 こしたわ けではなかった。L先 生

が行 ったの は,第 一 に,太 極拳 と気功 の正統 に従 って,Bさ ん に練習のための環境(Cセ ン

タ一の教室の空間と指導など)と 練習の動機づけ(教 室の壁のグランドマスターの写真など)を 提供

することであり,第 二に,Bさ んの身体が練習のなかで感覚を生み出 したあとで,太 極拳 と気

功の正統 に従 って これに事後的な承認を与えることにすぎなか った。そのため,感 覚が形成 さ

れる核心的な部分には,L先 生の意思 は介入 していないのである。

 このように,太 極拳 と気功の正統 の継承 というCセ ンターの社会的位置は,Bさ ん の動機

と環境 そ して,L先 生の指導 と練習方法 まで は規定す ることはできて も,練 習におけるB

さんの身体の感覚的構造の形成 は規定することができなかったといえる。 したが って,こ の形

成には,Bさ ん とL先 生の意思には還元で きない, Bさ んの身体 の抵抗 を認めることができ

るといえる。

 意思 に対する抵抗 として形成 された感覚の持続的構造 は,形 成 されたのちも意志 に抵抗 しっ

づける。Bさ んは感覚の持続的構造を獲得 したあと,そ れまでの自分の動作 と姿勢  Cセ

ンタ―の社会的位置を内面化 した自分 自身そ してL先 生の意思 に規定 された動作 と姿勢

を,修 正す ることを余儀なくされたという。なぜな ら,身 体各部の 「エネルギー」の通 りがで

きるだけ良 くなるように,「 あたかも,水 が縦穴を降 りてゆくよう」 に動 いたな ら,型 の動作

がおのずか ら変化 して しまうか らである。
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姿 勢 を い ろ い ろ動 か して み て,感 覚 が よ り よ くな る姿 勢 を 探 す ん だ 。 そ して,あ る意 味 で,

よ り よ く動 くた め の 姿 勢 は,普 通 は,も っ と も リラ ック ス して い て,も っ と も効 率 的 な動

作 な ん だ 。 ど の み ち ね 。 全 部 ひ とっ に重 な る の さ。 間 違 った 動 作 を 正 し く行 う こ と はで き

な い 。 正 しい動 作 しか正 し く行 う こ とが で き な い。 は は は。 本 当 に 単 純 な こ とな ん だ,そ

う思 わ な い か い 。

 Bさ んの現在 の動作 は,私 がCセ ンターの参与観察で知 りえたか ぎり,実 際に 「もっとも

リラックスしていて,も っとも効率的」な動作にきわめて近いものである。 とい うのも,Bさ

んの型 はキ レがあるうえ力強 く,推 手のさいにもBさ んが負けることはほとんどないか らで

ある。私 自身 も,Bさ んに推手の相手を して もらったことが何度 もあるが圧倒的な安定感 と力

強 さの前 にほとん ど勝っ ことができない。

 Bさ んの経験か らわかることは,Cセ ンターの指導において要求 される動作や姿勢がどれほ

ど厳密に規定 されているかに見えても,こ うした規定を身体に刻印す ることは,Cセ ンターの

身体技法の習得 にとって周縁的で しかないということである。本質をなすのは,こ うした規定

を逃れて しまう動作や姿勢のディテールを,意 思 に対する身体 の抵抗 として生み出された感覚

の持続的構造によって規定することなのである。 そのため,Cセ ンターの身体技法を習得する

ことは,Cセ ンターの社会的位置の刻印を身体に受 けることではないという逆説を認めること

ができる。

 感覚の持続的構造が形成されたことで,Bさ んは自分の身体の認知が変化するのを経験 した

が,そ れ は同時に,他 者の身体の認知が変化することで もあった。

相手の動 きが自分 の動 きと同 じだとわかるんだ。発勁 のとき,腕 をぱ っと振 り出すだろう,

今は,そ れが内的な動作か外的な動作かをかなり簡単 に見分 けることができるんだ。どう

やって説明すればいいかわか らないけど,相 手が正 しい動 きを身に付 けているかどうかは,

ただ経験でわか るんだ。僕はたくさんのマスターを見てきて,な かには何人か グランドマ

スター もいたけど,正 しい動作とそうでない動作があったよ。 ははは。

 ここで言及されている 「マスタ―」や 「グランドマスター」が陳式太極拳の指導者とは限ら

ないが,「 グラン ドマスター」 の動作にす ら 「正 しい動作 とそ うでない動作」 を認めるという

認知のありようは,Bさ んが最初にCセ ンターの教室を尋ねたときの認知 のありよう  壁

にかけられた2枚 の写真を見て,こ の教室が 「グランドマスターのいる武術」だか ら正当で中

国的なはずだと判断 した一 とは対照的である。最初 にCセ ンターを尋ねたとき,Bさ んは

太極拳の正統 という社会的位置を示す2枚 の写真を手がか りにCセ ンターの身体技法を認知
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したが,現 在のBさ んは,対 象の社会的位置よりも,む しろ,Bさ ん自身の身体感覚の持続

的構造を手がかりにして身体技法 を認知 しているといえる。 したがって,Cセ ンターの身体技

法の習得過程におけるBさ んの認知は,Cセ ンターの社会的位置がBさ んの身体に刻印され

た産物 としてではなく,Cセ ンターの社会的位置とBさ んの感覚の持続的構造の動的なせ め

ぎあいの産物 として理解すべ きである。

 Bさ んの認知のありようが示 しているように,Bさ んはCセ ンターに従属 した主体で はな

い。 これは,彼 が2008年1月 か ら以前ほど頻繁に練習に来な くなった理由にうかがえ る。 彼

によれば,自 分が太極拳か ら得たいと思 っていたものは,ひ とまず全部得 ることができたため,

今年か らは,人 生における太極拳以外の側面にもっと力を入れるつ もりであるが,全 身の気の

流れを維持す るために必要な20分 か ら3o分 程度の練習 は毎 日欠かさず 自宅で行ってお り,今

後も続 けるっ もりだという。 これは,Bさ んが, Cセ ンタ―における動作や姿勢の規定 によっ

て規律=訓 練 された従順な身体を,内 面化されたL先 生の視線によって監視す る主体 ではな

く,感 覚の持続的構造を持っ身体 を,こ の感覚に従 って維持す る主体であることを意味 してい

る。

5-2 Kさ ん の 場 合

 中 級 者 の 代 表 と して取 り上 げ るの は,30代 の イ ン ド系 の 男 性 で あ り,中 国 武 術 協 会 に2段

を 認 定 され て い るKさ ん で あ る14)。Kさ ん は,2003年 か らCセ ン タ ー で 練 習 して お り,現 在

は も っ と も頻 繁 に練 習 に来 る生 徒 の一 人 で あ る。

 Kさ ん がCセ ン タ ー の 練 習 に 参 加 す る よ うに な った 理 由 と して は,第 一 に,大 学 で キ ッ ク

ボ ク シ ン グ を や っ て み た が,自 分 に合 わ な か った た め に 他 の 武 術 を 探 して い た た め で あ る。

キ ッ ク ボ ク シ ング の指 導 は荒 々 しす ぎ,ま た,比 較 的 小 柄 なKさ ん は,自 分 よ りず っ と背 の

高 い相 手 と対 等 に わ た り あ う こ とが 難 しか っ た。 第 二 に,大 学 卒 業 後 に マ ン チ ェス タ ー に 戻 っ

た と き,友 人 のBさ ん にCセ ンタ ー を 紹 介 して も ら っ た た め で あ る。 第 三 に,ス ポ ー ッ ・セ

ン タ ー で 開 か れ て い るCセ ン タ ー の 教 室 に参 加 し て み て,そ れ が 「一 生 や り続 け る こ と が で

き る もの 」 だ と わ か っ た た め で あ る。

 これ らの三っの理由の うち,太 極拳の正統の継承 とい うCセ ンタ―の社会的位置 に由来す

るものはひとっ もな く,第 一 と第三の理由には身体の抵抗を介 した身体技法の有効性の認識と

いう契機が含 まれている。 というのも,Cセ ンターの身体技法がキ ックボクシングよりも自分

の能力を生かすのに有効であり,ま た,一 生続けるうえで有効であるという認識は,今 のまま

の自分の身体では意図 しても実現で きない有効性としてKさ んが認識 した ものだか らである。

 Kさ んは,Cセ ンターで練習を開始 してか ら1ヶ 月程度経った頃,站 椿をしているときに指

先がむずむずするのを感 じた。そのまま練習を続けていると,1年 経 った頃に劇的な体験を し
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た 。

L先 生 は 僕 に 単 鞭(た んべん,Single Whip,型 を構 成す る動作 の ひ とっ)の 姿 勢 を させ た ん だ。

そ れ で,僕 は しば ら くそ の 姿 勢 を して い た。10,15分 ぐ らい か な 。 み ん な動 い た け ど,

僕 は も っ と長 い 間 そ の ま ま と どま っ た。 そ こで,僕 は 突 然 エ ネル ギ ー の急 激 な流 れ を 感 じ

たん だ 。 僕 の力 が ボ ー ル の よ うに な って い るの を 感 じた 。 と て も とて も強 くて,あ らゆ る

と こ ろ に あ る ん だ 。 ほ とん ど,ひ きっ け を起 こ した よ うだ った 。 とて も強 い 感 覚 だ った 。

僕 は そ こ で や め て,L先 生 に,こ れ は何 な の か 聞 い た ん だ 。 彼 は,あ あ,君 は経 絡 が 開 く

の を感 じて い るん だ よ,エ ネ ル ギ ー の 経 絡 だ ね,詰 ま って い る経 絡 を 開 く と,突 然 の エ ネ

ル ギ ーの 急 激 な 流 れ を感 じる ん だ,と 言 う。 僕 が 感 じて い る の は そ れ だ と言 う ん だ。

 ここで も,Bさ んの場合 と同様に, L先 生は事前 にどのような感覚 を得 るべ きか説明せずに,

Kさ んの身体が気の感覚を もた らしたあとではじめて,「 経絡が開 くのを感 じているんだよ」

とポジティブ ・フィー ドバックを与えている。

 しか し,L先 生 の フ ィ ー ドバ ック を受 け た に もか か わ らず, Kさ ん は 「僕 に は ま だ い くっ か

の(経 絡 の)詰 ま りが あ る」 と認 識 して い る。 そ の根 拠 は,次 の よ うな もの で あ る 。

それ が 分 か る ひ とっ の方 法 は,站 椿 を して い る と き に,こ ち ら側(右 側)の 指 が,反 対 側

の 指 よ り も冷 た く感 じ るん だ 。 そ れ で こ ち ら側(左 側)に は,太 極 拳 を や っ て い る と き に

肌 に赤 い模 様 が 見 え る だ ろ う,そ れ が エ ネ ル ギ ー なん だ,そ れ が こ ち ら側(右 側)よ り も

こ ち ら側(左 側)の ほ う に 多 い ん だ。 次 に 練 習 す る と き に見 せ て あ げ る け ど,し ば ら く

や った あ とで,こ うす る と(両 手を合わせ る)こ ち ら側(右 側)が いつ も よ り冷 た くて,こ

ち ら側(左 側)が い つ も よ り暖 か いん だ。 … … そ れ に,時 に は両 手 の そ れ ぞ れ の指 で,一

本 が 冷 た くて 別 の が 暖 か い こ と が あ る。

 身体の右側 における経絡 の詰ま りを裏付ける事実と して,Kさ んは,子 供 の頃に腎臓が弱

かったとき,身 体の右側に水が溜まる症状が出やすか ったこと,そ して,ス ポ―ッをす るさい

に,身 体の右側 にケガをしやすかったことをあげている。 このように,自 分の身体における熱

の偏 りの感覚的構造 ・症状の出やすさの偏 りの構造 ・ケガの偏 りの構造を手がかりにして,K

さんは,L先 生のポジティブ ・フィー ドバ ックにもかかわらず,自 分の身体に残 る経絡の詰 ま

りを認知 しているといえる。 これは,Kさ んの認知が,太 極拳の正統 とい う社会的位置を占

めるL先 生 の指導 によ って直接規定されるのではな く,L先 生の指導 とKさ んの身体 に発生

した諸構造のせあぎあいの産物であることを意味 している。
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 ま た,Kさ ん は,経 絡 の 詰 ま り が な くな れ ば,自 分 の 型 の動 作 が よ り よ い もの に な る こ と

を認 識 して い る。

L先 生 が い つ も話 して,Bさ ん が い っ も話 して い るの は,エ ネ ル ギ ー を全 身 に感 じる と,

動 きが 良 くな る と い うん だ。 良 い 基 礎 が あ れ ば 。 なぜ な ら,エ ネ ル ギ ー の 流 れ と と も に動

い て い るか ら。 そ れ が コ ン トロー ル で きな か った り,エ ネ ル ギ ー を 感 じ られ な か っ た りす

る と,型 は た だ 反 復 に よ っ て や って い る だ けな ん だ 。 … … 僕 は 自分 の エ ネ ル ギ ― の 流 れ が

あ ま り良 い とは 思 わ な い 。 相 対 的 に ね,L先 生 や 誰 か と比 べ て 。 Bさ ん とか ね 。 彼 らが 型

を や る と き に は,彼 らが エ ネ ル ギ ー の動 きを通 して 動 い て い る こ とが 僕 に はわ か る。 い っ

ぽ うで,僕 が 動 いて い る と きに は,少 し,僕 は反 復 で動 こ う と して い る ん だ 。 あ る意 味 で

ね 。.….僕 は,あ る感 じ方 を す るべ き だ とい う こ と を 自覚 して い る し,ま た,今 は そ の よ

うな 感 じ方 を して い な い こ と も 自覚 して い る。 そ れ で,僕 が そ の よ う に感 じた と き に は,

僕 は そ れ を わ か る と思 う。 僕 が も っ と エ ネ ル ギ ー の 流 れ に従 って 動 い た と き に は そ れ が わ

か る と思 うん だ 。

 ここで,Kさ んは,「 エネルギーの流れとともに動いている」 動作 と,「 反復によってやっ

ている」動作を区別 して,L先 生そ してBさ んの動作を前者 に,自 分 の動作を後者に位置づ

けている。後者が,太 極拳の正統 としての身体技法が要求する動作や姿勢を身体に刻印するこ

とで生み出された動作であるのに対 し,前 者は,こ うした要求では規定されていない動作や姿

勢の微細なディテールを,身 体に発生 した感覚の持続的構造が規定することによって生み出さ

れた動作であるといえる○

 Kさ んが,「 少 し,僕 は反復で動 こうとしている」 ことを認識することができたのは,練 習

を開始 して1年 後 にKさ んが経験 した 「エネルギ―の急激な流れ」の感覚 は,動 作 のデ ィ

テールを規定できるほど持続的な構造を持 っておらず,ま た,Kさ んの身体の持続的な諸構

造  熱の偏 りの構造 ・症状の偏 りの構造 ・ケガの偏 りの構造   も同様に,動 作のディ

テールを規定するものではないためであると考え られ る。 このように,身 体感覚が動作 のあ り

ようを十分 に規定で きない ことが認識されたとき,動 作のありようは,も っぱらL先 生 の指

導によって社会的に規定されたものとして認識されるはずである。

 しか し,Kさ んの身体感覚は,動 作のディテールを規定することはできな くとも,こ の動

作をKさ んが知覚するための基準 として機能 している。 つまり,Kさ んは自分 の動作 をL先

生の指導によって社会的に規定されたものとして外側から知覚す るのみな らず,自 分の身体の

構造では十分 に規定できないものとして内側か らも知覚 しているのである。 このよ うに,身 体

の抵抗を介 した内側か らの認知があって こそ,Kさ んは,将 来 において 「もっとエネルギー
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の流れに従 って動 いたときにはそれがわかると思 う」 と予測することがで きるのである。

5―3 Cさ んの場合

初 心 者 の 代 表 と して 取 り上 げ る の は,40代 の 中 国 系 の 女 性 で あ るCさ ん で あ る15)。Cさ ん

は,2006年 か らCセ ンタ ー の 火 曜 日 の83式 の 型 ク ラス に 参 加 して い る。

 Cさ んがCセ ンタ―の練習に参加するよ うになった理 由としては,第 一に,そ れまで3>

4年 間参加 していたテコンドーのクラスに若者たちが増えて,彼 らとスパ ― リングするには自

分 は 「歳を取 りすぎている」 ためである。第二に,友 人 にCセ ンターの83式 の型 クラスを紹

介 して もらったこと。第三に,健 康を維持 して,動 き回る能力や身体の柔軟性を保っために,

太極拳は良 さそうに思えた こと。第四に,L先 生が中国の文化的伝統のなかで育ち,ま た,太

極拳の正統を継承 していること。

 したが って,Cさ んが練習に参加するようになった四つの理由の うち,太 極拳の正統 と連続

しているというCセ ンターの社会的位置に由来す るものは第 四の理由だ けである。そ して,

第一 と第三の理 由には,Cさ んによる自分 の身体の抵抗を介 したCセ ンターの身体技法の有

効性の認識 とい う契機が含 まれているといえる。そのため,Cさ んがCセ ンタ―に参加 した

動機は,Cセ ンターの社会的位置に還元す ることがで きない。

Cセ ンターで練習を開始 してか ら,Cさ んは身体や認識の劇的な変化を経験 していない。

-太 極拳の練習を始めてか ら身体 に変化を感 じましたか。

う一 ん,特 に これ と い った 感 じは な い わ ね 。 た だ,体 の柔 軟 性 を維 持 した り と か ね 。 夜 に

た だ 座 って テ レ ビを 見 て い る の は よ くな い と思 って る の よ。 は は は。

一 太 極 拳 で は よ く,気(き,Chi)と か丹 田(た んでん, Dantian)と か の感 覚 にっ い て言 わ

れ ま す よね 。

それについては考えたことがないわ。ただ,そ の感覚 は自然に来ると思 うの。だか ら,意

図的に気を感 じようとかは していないわ。だか ら,L先 生が私のところに来て何か感 じる

か聞いて も,私 はただやるべき動作をや っているだけなのよ,も し感覚が来るときは来る

というだけね。ははは。

社会的位置の規定 を逃れる動作や姿勢のディテールを,身 体の感覚的構造に依拠 してみずか

ら規定 しっっ型 を行 っているBさ んや,同 じことを行お うと努力 しているKさ んの身体 と比
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較 して,「 ただやるべ き動作をやっているだけ」 のCさ んの身体 には,Cセ ンターの社会的位

置によって規定された動作 と姿勢が一方的に刻印されているかに見 える。

 しか し,Cさ んが参加 している83式 の型 クラスで は, L先 生 による感覚 の確認が前半 と後

半でそれぞれ一回ずつ行われており,そ のたびに,多 くの生徒が練習中に発生 した感覚を語 っ

ていることを踏まえたなら,何 も特別な感覚はないということ自体が,社 会構造の刻印に対す

るCさ んの身体の抵抗を示 していないだろうか。身体 の抵抗がどれほど頑強な もので あるか

は,次 の引用が示 している。

―L先 生が練習の最後 に感覚を尋ねるのをどう思 いますか。

そ うね,私 は 何 も感 じな か っ た と言 うわ 。 なぜ か って,い っ も同 じ こ とだ か らよ 。 手 を 下

げ る と血 が流 れ る の を 感 じるわ,そ れ だ け なの よ。 しば ら くこ う して手 を 上 げ て い る と む

ず む ず す る感 じ もあ る だ ろ う け ど,あ ま り気 に しな い の。 自然 に して い る の が い い と思 う

か ら。

― それで,L先 生がみんなに感覚を尋ねるのを役に立つとか面 白いとか思 いますか。

も ち ろ ん,感 覚 に っ い て み ん な が 話 して い るの を 聞 くの は 面 白 いわ 。 わ あ,つ て 。 は は は。

私 は そ ん な の は感 じな い わ 。 み ん な が 感 じて い る の は た ぶ ん 本 当 だ ろ う け ど … … 。

 Cさ んは,感 覚の語 りに影響されて何かを感 じたっもりになることと,身 体によって具体的

な構造を持っ感覚が生み出されることを截然 と区別 し,自 分の目標を後者 に定めていることが

わかる。 この区別が可能だったのは,「 手を下 げると血が流れるのを感 じる」 ことが知覚で き

ることか ら読み取れるように,Cさ んが自分の身体の感覚を特定す ることができ,ま た,こ の

感覚が持続的構造をなしていないことを知覚できたか らである。

 感 覚 の語 りと実 際 の感 覚 の齟 齬 は,感 覚 の あ るべ き位 置 を正 確 に 指 示 す る東 洋 医学 の述 語 を

使用 して も消 し去 る こ と はで きな い。Cさ ん もL先 生 も中 国 語(普 通 語 と広東 語)を 話 す た め,

L先 生 は ク ラ ス でCさ ん に指 導 した り感 覚 を尋 ね た りす る と きだ け,英 語 で は な く中 国 語 を

用 い る こ とが 多 い 。Cさ ん に よれ ば, L先 生 は主 要 な 経 絡 の ひ とっ で あ る 「督 脈(と くみ ゃ く,

Dumai)」 や,経 穴 の 「百 会(ひ ゃくえ, Baihui)」 と 「会 陰(え いん, Huiyin)」 に も言 及 した こ

とが あ る と い う16)。 しか し,Cさ ん は,次 の よ うに述 べ る。

彼(L先 生)は 特定の言葉を話す ときには中国語で話すか ら,私 はたぶん彼が何を言 って
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い るか は理 解 で き る わ..―・..でも,ど ん なふ うな の か は 想 像 で き な い わ 。 は は は。

 身体が社会的な意味づ けに従 って変形させ られる可塑的な素材 にす ぎないな らば,L先 生の

言葉 を 「理解」 できて も,「 どん なふうなのかは想像できない」 という齟齬は発生 しようがな

いはずである。 この齟齬が可能なのは,身 体に付与される社会的意味の構造 とは独立に,Cさ

んの身体感覚が存在 し,両 者が矛盾 しうるか らである。っま り,Cさ んは, L先 生の指導が構

築す る身体の社会的意味 と,自 分 自身の身体感覚を重ね合わせたとき,前 者において明瞭に弁

別された要素である 「督脈」・「百会」・「会陰」に対応するほど明瞭に弁別 された要素を後者に

感 じることができなかったのである。 この状態を,Cさ ん は, L先 生の言葉を 「理解」 はでき

るが 「想像」はで きないと表現 したと思われる。

5-4 ま とめ

 Cセ ンターは太極拳の正統 とい う社会的位置を占めているにもかかわらず,Cセ ンターの身

体技法を習得することはその社会的位置の刻印を身体が一方的に受 けることではないという逆

説は,次 の三点か ら確認することができた。

 第一 に,生 徒がCセ ンタ―の練習に参加 した動機には,生 徒 によるCセ ンターの社会的位

置の認識という契機のみならず,Cセ ンターの社会的位置に還元できない契機   生徒 自身

の身体の抵抗を介 したCセ ンターの身体技法の有効性の認識   が認め られた。

 生徒たちが認識 した具体的な有効性 は,大 きく二種類に分 けることがで きるだろう。それは

第一に,そ れまでに経験 した武術  Bさ んの詠春拳 ・競技武術 ・空手,Kさ んのキックボ

クシング,Cさ んのテコン ドー   では得 られない有効性である。 そ して第二に,特 定の身

体の使い方  Bさ んのいう 「粗野な力,生 の力」 に頼 らない運動 ・「流れている」 動作 ・

「本当にパ ンチを している」動作,Kさ んのいう 「一生やり続 けることができる」運動, Cさ

んのいう 「健康を維持」する運動   をするための有効性である。 これ ら二種類の有効性 は,

いずれも,自 分の現在の身体のありようでは実現 しようとしてもで きない有効性として,っ ま

り,身 体の抵抗 を介 して認識 された点で共通 している。

 第二 に,練 習における生徒の認知は,Cセ ンターの社会的位置の身体 に対す る一方的な刻印

によって形成 された ものではな く,身 体を刻印 しよ うとす るCセ ンターの社会的位置 と,そ

れに抵抗する身体のせめぎあいの産物であった。

 このせめ ぎあいの具体例 としては,第 一に,Cセ ンターの身体技法に対す るBさ んの認知

が,グ ラン ドマスターに象徴 されるCセ ンターの社会的位置 に規定されたものか ら,Bさ ん

の身体に形成 された経絡の感覚の持続的構造 に規定された ものに変化 したことが挙げられる。

第二に,自 分の身体や動作 にっいてのKさ んの認識が,L先 生によるポジティブ ・フィー ド
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バ ックによつて直接規定 されるのではな く,Kさ ん自身の身体の諸構造   「エネルギ―の

急激な流れ」 の感覚 ・熱の偏 りの構造 ・症状の偏 りの構造 ・ケガの偏 りの構造 一 によ って

媒介されていることが挙 げられる。 第三に,「 督脈」・「百会」・「会陰」 などの東洋医学の述語

にっいてのCさ んの認識が,L先 生の指導が構築する身体 の社会的意味によって直接規定 さ

れるのではなく,Cさ ん 自身の身体感覚によって媒介 されていることが挙げられる。

 第三に,Cセ ンターの練習において, L先 生は太極拳の正統を継承 させ るべ く生徒の動作 と

姿勢を厳密 に規定 しよ うとし,ま た,生 徒自身 もL先 生の視線を内面化 して自分 の身体を監

視 しようとするが,こ うした意思に抵抗する身体感覚 のために,生 徒 はみずか らの身体を監視

する主体になることはできず,主 体化=従 属化は達成 されない。 したが って,Cセ ンターの練

習において規律=訓 練は失敗 しているといえる。

 規律=訓 練の失敗の具体 例としては,L先 生 とBさ ん 自身の意思のコ ントロールの及ばな

いところでBさ んの身体に経絡の感覚の持続的構造が形成 されたことが挙げ られる。さらに,

この構造 のために,そ れまではL先 生 とBさ んの意思が規定 していたBさ んの動作と姿勢が

修正され,ま た,Bさ んがCセ ンターを離れて一人で練習できるよ うになつた ことも重要で

ある。第二に,Kさ んが自分の動作を, L先 生の指導 によつて社会的に規定されたものとして

外側か ら知覚す るのみな らず,自 分の身体感覚では十分に規定できないものとして内側か らも

知覚で きたことが挙 げられる。第三に,Cさ んが, L先 生の指導によって構築 される身体の社

会的意味の構造を直接内面化 したのではなく,自 分が感 じることので きる身体感覚に依拠 して,

「理解」はできるが 「想像」 はで きないと距離を取つていたことが挙 げられる。

6 結 A
冊

一三
口

 本稿では,身 体技法の習得の動機 ・実践における認知の変化.主 体性の変化 という三っの視

点か ら,C太 極拳セ ンターで練習する三人の生徒の身体技法の習得の具体的なありようを考察

してきた。 その結果,身 体技法の習得において,社 会的位置の刻印を身体 に刻み込 もうとす る

意思 に対 して,身 体がどのように抵抗するかが明らか にな った。 ここで,身 体の抵抗の特徴 を

整理 しておきたい。

 第一に確認 したいのは,抵 抗す る身体は可塑的な素材ではな く,社 会構造 と矛盾す る特定の

構造 を持 っているということである。そのために,行 為者の動機 ・認知 ・主体性はいずれ も,

社会構造 によって直接規定されるのではなく,社 会構造 と身体の構造の矛盾 によつて弁証法的

に形成される。

 たとえば,す でに確認 したように,Cセ ンターの太極拳の身体技法 は,イ ギ リスにおいて中

国のグラン ドマスターの伝統と権威を継承することで社会構造 における特定の位置を占めてい
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るが,Bさ んがCセ ンタ―の練習を開始 した動機 はこの社会的位置に還元で きない。 という

のも,Bさ んの動機のひとっは,サ ッカーとホ ッケーの練習で膝を痛めて しまったため,「 粗

野な力,生 の力」 に頼 らない運動が したいと思 っていたためだか らである。これが意味するの

は,当 初のBさ んにとって,自 分自身の身体の構造が 「粗野 な力,生 の力」 に頼 った動作 し

か許 さないもの として知覚され,逆 に,太 極拳の技法がよ り有効な動作を可能にするもの とし

て知覚 されていたということである。 この矛盾のために,Bさ んは自分の身体の抵抗を介 して

Cセ ンターの身体技法の有効性を認識することになり,Cセ ンターの練習に参加する動機のひ

とっが形成 されたのである。

 第二 に,身 体の構造はきわめて多面的であるということである。 この多面性 は,身 体の構造

がそれと矛盾するところの社会構造の多面性に由来す る。

 この多面性の一例 を,Bさ んの動機を形成 した身体の構造にっいて挙げることができる。 B

さんはCセ ンタ-の 練習に参加 した動機 として,「 粗野な力,生 の力」 に頼 らない運動が した

いと思 っていたことを挙げていたが,同 時 に,自 分がそれ まで経験 して きた詠春拳 ・競技武

術 ・空手の動作が,「 十分 に流れていない」 ように思えた ことも挙 げている。 これが意味する

のは,Bさ んが自分の身体の構造を,一 方で,太 極拳の動作 ど比較 して 「粗野な力,生 の力」

に頼 った動作 しか許 さないものとして知覚 し,他 方で,太 極拳の動作 と比較 して 「十分に流れ

ていない」動作 しか許さないものとして も知覚 していたとい うことを意味する。 したが って,

Bさ んは,Cセ ンターの社会的位置を反映 した太極拳 の身体技法に二っの異 なった側面を知覚

し,そ れぞれに対 して矛盾する存在として自分の身体 の構造 に二っの異なった側面を知覚 した

といえる。

 第三 に,身 体の構造は時間とともに不規則に変化するということである。Bさ ん, Kさ ん,

Cさ んの経験を比較すれば明 らかなように,同 じCセ ンターで同 じ時間だけ練習 していても,

それぞれの生徒の身体の構造 の変化の仕方は異なってお り,そ れぞれの生徒が次にどのような

変化を経験するかは本人にもL先 生にも予測がっかない。

 このもっとも顕著な例 は,Bさ んが 「体中の経絡」 に 「エネルギー」が流れるのを感 じられ

るようになったときのように,一 定の時間内に変化が起 こり,変 化の結果が持続的な場合であ

る。 だが,Kさ んが 「エネルギーの急激な流れ」 を突然感 じたときのように,突 発的な変化

ののち,変 化の結果が持続 しない場合もあり,ま た,Cさ んの場合のように,変 化がほとんど

知覚 されない場合 もあ りうる。そのうえ,経 絡の感覚の持続的構造を知覚できた後でも,こ の

構造が不変であるという保証 はなく,変 化の可能性はっねに開かれている。そのため,あ る身

体にっいて特定された構造の諸側面が,す べて同一の構造 に属するものなのか,あ るいは,諸

側面を特定する過程で時間の経過 とともに構造それ自体が変化 して しまったのかを区別するこ

とは困難である。
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 これ ら三点を総合す るな ら,身 体は社会構造の刻印に抵抗する構造 を持 っているが,こ の構

造は多面的であるうえ不規則に変化するため,き わめて特定 しに くいとまとめることがで きる。

そのため,現 象す る多様な身体の構造のうち,同 一の構造 の諸側面を示す ものと,構 造の変化

を示すものを区別すること,あ るいは,本 質的なもの と派生的なのを区別することは,い ずれ

も困難であるといえる。 これ らの区別は,自 己の身体 の構造にっいて感覚的に直接知覚す るか,

あるいは,他 者の身体の構造にっいて客観的根拠のない類推を行 うことによってしか行 うこと

ができないかにさえ見える。

 このような困難に直面 したとき,身 体技法を習得する行為者の動機 ・認知 ・主体性のいずれ

を特定するにあたつて も,身 体の構造を無視 して,も っぱ ら社会構造だけに着目する誘惑 に駆

られたとしても不思議ではない。 しか し,行 為者 は社会構造が規定す る身体技法を直接的 に身

体化するわけではな く,そ れぞれに多様な身体の構造 を媒介 としてみずか ら習得すべき身体技

法の有効性を判断 し,身 体の構造 と社会構造の弁証法 として認知 と主体性のありようを形成 し

ている事実を捨象 して しまっては,身 体技法を社会的再生産の媒介と して捉えること しかでき

なくなって しまう。

 とはいえ,身 体の構造の同一性を積極的に特定することは本稿の目的ではなかった。社会構

造を刻印 しようとする意思に対 して身体が抵抗 し,社 会構造 と矛盾す る多様な身体の構造が浮

かび上がるとい う逆説が具体的に示 されたことで,本 稿の目的は十分に達せ られたことになる

だろう。

 太極拳教室の調査か ら導かれた知見は,ど のような一般的含意を持っだろうか。太極拳の身

体技法ほど,動 作や姿勢が厳密に規定されている身体技法であっても,こ れを習得することは,

この規定の構造を身体に刻印することではなく,こ の構造 と身体の構造のせめぎあいとして捉

えることができた。 このことから,ど れほど規定的な枠組みを強制する社会構造であ って も,

身体の対抗を完全に排除 しきることはできないことが演繹できると思われる。それにともない,

威光模倣 ・ドクサ ・規律=訓 練 という三つの述語にっいて も,社 会構造の決定論 とい うニュァ

ンスを排除 して,か わ りに,身 体の抵抗としてのエージェンシーを視野に入れたものとして再

構成することが必要 になるはずである。
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注

1)太 極 拳の起 源 にっいて は諸 説があ るが,こ こで は最 も一 般 的な説 を紹 介 す る。

2) オ ール ド・トラフ ォー ドは,マ ンチ ェス ター ・ユナイ テ ッ ドFCの 本拠 地で,全 英最大 の観客

 収 容 数 を もっ サ ッ カ ー ス タ ジ ァ ムが あ る こ とで知 られ る。

3)L先 生 に 対 す る イ ン タ ビュ ー は2007年6月22日 に行 っ た。

4)他 に,木 曜 日の10:00～10:50に 行 わ れ る内 気 功 の ク ラ ス に も参 加 した が,こ こで は取 り上

 げ ない。

5) 陳氏 の第9世 陳王庭 が太極 拳を創始 したため,太 極拳 の第11世 伝人 は陳氏 の第19世 で あ る。

6) 内気 功 とは,一 般 的 な気功 よ りも意識 の働 きに重点 を置い た気 功で あ る。一般 的な気功 が身体

の各部 を動 か して外部 か ら気 を活性 化す るのに対 し,内 気 功 は瞑想 によ って 内部 か ら気 を活性化

す るとい う。

7)「 太極 」 の排音(ピ ンイ ン)表 記 はTai Jiで あるが,排 音が普 及す る前 に英語 圏で用 い られて

 い た ウ ェー ド ・ジ ャイ ル ズ式表 記 で はTai Chiで あ り,イ ギ リス で は後 者 が 一 般 的で あ る。

 ウェ― ド ・ジャイ ルズ式本来 の発音 規則 に従 えば,Tai Chiは 「タイ ジ」 に近 い音 で読 まれ るべ

 きで あ るが,イ ギ リスでは英語的 な発音規 則に従 って,「 タイチ」 に近 い音で読 まれ るのが普通

 で ある。L先 生 は,イ ギ リスに来 た当初 は 「タイ ジ」 と発音 してい たが,こ れ を聞いたイ ギ リス

人 に,「 タ イ チ の こ と か 」 と聞 き直 さ れ る こ とが 多 か った た め,最 初 か ら 「タ イ チ 」 と発 音 す る

よ う に な り,表 記 も,あ え てTai Jiで は な くTai Chiを 用 い る よ う に な った と い う。

8) ウ ェ ブサ イ ト ・教 室 の空 間 ・諸活 動の三つ の側面 か らCセ ンター の社 会 的位置 を導 き出す さ

 い の手 続 きが,批 判 的視点 を欠 いて いるとい う批判 も考 え られ る。 しか し,本 稿 では,こ れ らの

側 面が,Cセ ンターの社会 的位置 を表象す る認知 的な媒体 であ るのみ な らず, Cセ ンターの社会

的位置 を遂行 的(パ フ ォーマテ ィブ)に 構築す る手 段的 な媒 体で もあ る ことを重視 したい。仮 に,

ウェブサイ トや教 室 の空間 におけ る社会的位置 の表 象 に誇張 が あ った と して も,そ のよ うな誇張

が遂行 され た ことは事 実で あ り,こ うした遂行 の反 復 こそが現 実 の社 会的位 置 を構築 す るので あ

る。 ま して や,Cセ ンタ―の諸活動 において は,社 会的位置 の表象 と現実 の区別 その ものが あい

ま いに な る。 た とえ ば,L先 生がZ先 生 をマ ンチ ェス タ―に招 聘 した ことは, Z先 生 とCセ ン

ターの結び付 きの緊密 さを表象 するのだ ろうか,そ れ と も,こ の招聘 とい う遂 行(パ フ ォー マ ン

ス)そ の もの が,Z先 生 とCセ ンターの緊密 な結 び付 きを構 築 す るの だ ろ うか。諸活 動 にお い

て両者 を区別 で きないな らば,原 理 的 には,ウ ェブサイ トと教 室 の空 間 において もで きない はず

で ある。

9)Bさ ん の イ ンタ ビ ュ ― は2008年1月9日 に行 った 。

10)詠 春 拳(え い し ゅん けん,Wing Chun Kung Fu)と は,素 早 い 直 線 的 な上 半 身 の動 きが 特

徴 の拳 法 で,ブ ル 一 ス ・ リ― が練 習 した こ とで 有 名 で あ る。 競 技 武 術(Competition Wushu,

Modern Wushu,あ る い は,た ん にWushuと 呼 ば れ る)は,伝 統 的 な 中 国 武 術 の 諸 流 派 か ら

技 を取 り出 して体系化 した うえで競技 ル ―ル を制定 す ることで,中 国 国家公認 の武術 と して作 り

出 された ものであ る。

11) 「グ ラ ン ドマ ス タ 一(Grandmaster)」 は,日 本 で い う 「宗 家 」 な い し 「最 高 師 範 」 に相 当 し,

 各 支 部 の 「マ ス タ ー(Master)」 っ ま り 「師 範 」 を統 括 す る存 在 で あ る。

12) 「任 脈(に ん み ゃ く,Renmai)」 は胴体 前 面 の中 心 を 口か ら下 にか け て通 る経 絡 で,「 督 脈

 (と くみ ゃ く,Dumai)」 は身体背面 の中心 か ら頭頂を越 えて ロまで通 る経絡 で ある。 「会 陰(え

 いん,Huiyin)は 肛 門 の少 し前にあ る経穴 である。
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13) Bさ ん は,こ の経 験の あとで中国医学 の経絡 の図 を見 た とき,次 の よ うに感 じた とい う。 「ま

さにそれだ と思 ったんだ。 中国 の経絡 の図 を見 てね。 わあ,僕 は これ を知 って いるぞ。起 こって

い るの はこれだ ったのか,と ね。」

14)Kさ ん の イ ン タ ビ ュ― は2008年1月26日 に行 った 。

15)Cさ ん の イ ン タ ビ ュー は2008年2月!2日 に行 った 。

16) 「百 会(ひ ゃ くえ,Baihui)」 は頭 の頂 点 の 少 し後 ろ に あ る経 穴 で あ る。 他 の用 語 に つ い て は

注12を 参照 。
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要  旨

身体技 法の習得 は,身 体 が社会 的位置の刻 印を受 けることで,社 会 構造 の再 生産 の媒体 と して形

成 され ることであ ると一般 的 に考 え られて いる。 このよ うな理 解 は,身 体技 法 の概 念 を最初 に提

出 したマル セル ・モースの議論 に も,身 体 をめ ぐる現 代的状況 を考 え る うえで欠 かせ ない二人 の

思想家,ピ エール ・ブルデ ュ― と ミシェル 。フー コーの議 論 に も認 め るこ とがで き る。

 しか しなが ら,身 体 は,社 会 的位置 の刻 印を一方的 に受 け るだ けの,可 塑 的 な素 材で はないよ

うに思 われ る。 とい うの も,ど のよ うな身体技法 であれ,そ れを身 に付 けよ うとす る ときに,身

体が 自分 の思 うま まにな らな い場 合が あることを,わ れわれ は経 験 的に知 って いるか らで ある。

このよ うな,意 思 に対す る身 体 の抵抗(以 下,「身体の抵抗」 と略記)を 認 めたな らば,身 体技法 の

習得 を,身 体 に対 す る社会 的位置 の一 方的 な刻 印と して捉え る ことはで きないので はないだ ろう

か。

 本稿 で は,身 体 の抵抗 を捉 え る ことで,身 体技法 の習得 と社会 的再生 産 の一 見 して必然的な関

係 を解体 す る ことを 目指 す。 そ の方法 として,最 初に,身 体 技法 の習得 と社会 的再生 産をめ ぐる

理論 の うち主要 な ものを検 討 し,身 体 の抵抗 を認 める ことで両者 の結 び付 きを解 ける ことを示 し

た い。 次 に,イ ギ リスは マ ンチ ェスターにおけ る太極拳教室で あ るC太 極 拳 セ ンターを考 察す る

ことで,身 体技 法の習得過 程 にお ける身体 の抵抗 のあ りよ うを具体 的 に描 き出す ことに したい。

 調査 の方法 として は,16ヶ 月間(2oO6年1月 ～3月,2007年1月 ～2oO8年3月)に わた って

週 に二 回(火 曜 日と木曜 日)の 練 習 の参与観察 を行 った ほか,指 導 員 と上 級 ク ラスの生徒 の大部

分(指 導 員2名,生 徒12名)の 個別 イ ンタ ビューを行 った。

キ-ワ ー ド 身体 技法,威 光模倣,規 律=訓 練,太 極李,身 体 の抵 抗

Abstract

The purpose of this paper is to propose a new way to understand the acquisition of body

techniques, by way of identif�ing`corporal resistance'in the course of the acquisition of

Tai Chi techniques in a class in Manchester, UK. Conventionally, acquisition was

pictured as the embodiment of the social position occupied by the agent, with the

implication that the body is an infinitely plastic object that can be given any form that

society demands. This picture can be identified in the theories of Marcel Mauss, Pierre

Bourdieu, and Michel Foucault. Contrary to the common understanding, participant

observation on the Tai Chi class has shown that agents experience their own bodies

resisting their will to acquire certain techniques, and that this resistance plays a key role

in the formation of motivation, cognition, and the subject. In order to gather data, I have

done participant observation held at the main centre building for 16 months(January

2006to March 2006, and January 2007 to March 2008), by joining in twice weekly

evening classes on Tuesdays and Thursdays. In addition to participating in the training,

Ihave also conducted personal interviews on most of the instructors and the regular

students(2 instructors,12 students).
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